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　　2.研 究 地域
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5.検 討

1,は じ め に

　 世 界 に 存 在 す る 狩 猟 採 集 民 に関 す る 文 化 人 類 学 的 研 究 は 、 こ の10年 の 間 に 大 き な 曲

り角 を 迎 え て い る 。1980年 代 の 前 半 か ら狩 猟 採 集 民 の 研 究 は、 最 適 採 資 源 理 論(optimal

foraging　theory)の 適 用 に よ っ て 新 た な 生 態 学 的 ア プ ロ ー チ の 時 代 を 迎 え た 。 ま た 、 ほ ぼ

同 時 期 に 、 ア フ リ カ の サ ン ら こ れ ま で 所 与 の 環 境 に 適 応 して き た と さ れ る 狩 猟 採 集 民

に つ い て の 生 態 学 的 な 研 究 に 対 す る 批 判 が 、 考 古 学 者 や 文 化 人 類 学 者 か ら起 こ り 、 世

界 シ ス テ ム 理 論(Wallerstein　 1974)や 従 属 理 論(Frank　 1971)に 基 づ く狩 猟 採 集 民 モ デ ル が 提

起 さ れ 、い わ ゆ る ブ ッ シ ュ マ ン論争 が 発 生 した(Denbow　 l986,　Schrire　ed.1984,　 Schrire　l980,

Solway　 and　Lee　1990,　Headland　 and　Reid　1989,　Lee　1992,　Wilmsen　 and　Denbow　 1990;Wilmsen
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1983)。 かかる意味で狩猟採集民研究 は、活況を呈 していると言 っても過言ではない。

　 しか しなが ら、E.バ ー チ(Burch　1994)は 、過去30年 を振返 り、現在の狩猟採集民研究

が、現実的な問題、方法論的な問題および概念の問題の3つ の大問題 に直面 しているこ

とを指摘 している。現実的な問題とは、研究対象であるいわゆる狩猟採集民社会が消

滅 しつつあるという現実の問題である。方法論的な問題とは、普遍論者 と歴史的個別

主義者 との間で争点 となっているものであり、狩猟採集民の一般理論の構築が現在の

狩猟採集民を研究す ることによってはた してどの程度、可能かという問題である。そ

して概念の問題 とは、カナダのイヌイ ッ ト、オース トラリア先住民やカナダ北西海岸

インディア ンの トリンギ ッ トなどのように狩猟採集民にはかなりの多様性がみ られる

が、それを一括する狩猟採集民という概念がはた して学問的に意味のあるカテゴリー

であるのかという問題である。この最後の問題に関 しては、マイヤース(Myers　1988)や

フ ァイ ト(Feit　1994)も 狩猟採集民の社会は、独自の属性をもつカテゴ リーではないとの

見解を表明 している。現在の狩猟採集民社会研究は、これ らの問題と直面 してお り、こ

れ ら3つ の問題のうちどれをとっても狩猟採集民研究の存在意義を否定するに十分な理

由となりうることが明 らかにされている(Burch　1994)。

　 ところで、極北の民であるイヌイット(lnuit)やユ ッピック(Yup'ik)な どの極北民族(注

1)に ついての文化人類学的研究にはどのような傾向がみられ、その研究の現状はどの

ような ものであろうか。 この論文では、過去10年 に北米で行なわれた極北研究の動向

と現状を吟味することにより、研究主題の変化をたどるとともに、研究課題の現状と

展望を検討 してみたい。なお、紙数の関係上、本論文ではヨーロッパや日本で活躍 し

ている極北研究者の研究動向や現状を紹介 し、検討することはできないことをあらか

じめお断りしておきたい。

2.イ ヌ イ ッ ト お よ び ユ ッ ピ ッ ク の 歴 史 的 概 観 と 現 状

　 まず 、 イ ヌ イ ッ トと ユ ッ ピ ッ ク と い う民 族 の 実 態 を 論 じ、 定 義 し て お き た い。 こ れ

ま で シ ベ リア の 東 北 部 の 極 北 地 域 、 ア ラ ス カ 、 カ ナ ダ お よ び グ リー ン ラ ン ドの 極 北 地

域 で生 活 を営 ん で き た 北 方 狩猟 民 は 、エ ス キ モ ー(Eskimo)と 一 括 して 呼 ば れ て きた(Damas

1984;ス チュアート1993:85-88)が 、 こ の 分 類 は 外 部 の 者 に よ る も の で あ り、民 族 や 杜 会 の 単 位

を 反 映 し た もの と は 言 い 難 い 。 こ れ ま で の と こ ろ 、 い わ ゆ る 欧 米 人 と 接 触 す る直 前 な

い し直 後 の エ ス キ モ ー 社 会 の 分 類 は 、 マ ー ドッ ク ら(Murdock　 and　O'Leary　 1975)や ダ マ ス

(Damas　 ed.1984)に よ って 行 な わ れ て き た 。 例 え ば 、 マ ー ドッ ク らは 、 ユ イ ッ ト、南 ア ラ

ス カ ・エ ス キ モ ー 、西 ア ラス カ ・エ ス キ モ ー 、 北 ア ラ ス カ ・エ ス キ モ ー 、 マ ッ ケ ン ジ ー ・

エ ス キ モ ー 、 コパ ー ・エ ス キ モ ー 、 カ リブ ー ・エ ス キ モ ー、 ネ ツ リ ッ ク ・エ ス キ モ ー 、
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サ ザ ン プ ト ン ・エ ス キ モ ー 、 イ グ ル ー リ ク ・エ ス キ モ ー 、 パ フ ィ ン ・エ ス キ モ ー 、 ラ

ブ ラ ドー ル ・エ ス キ モ ー 、 ポ ラ ー ・エ ス キ モ ー 、 西 グ リ ー ン ラ ン ド ・エ ス キ モ ー お よ

び 東 グ リー ンラ ン ド・エ ス キ モ ー そ して ア リュ ー トに極 北 諸 民族 を 分 類 して い る(Murdock

and　O'Leary　 1975:2)。 一 方 、 ダ マ ス は 、 シベ リ ア ・エ ス キ モ ー 、 太 平 洋 エ ス キ モ ー 、 南

西 ア ラ ス カ ・エ ス キ モ ー 、 セ ン トロー レ ンス 島 エ ス キ モ ー 、ベ ー リ ン グ海 峡 エ ス キ モ ー、

コ ツ ビ ュ ー 湾 エ ス キ モ ー 、 北 ア ラ ス カ 内 陸 エ ス キ モ ー 、 北 ア ラ ス カ 海 岸 エ ス キ モ ー 、 マ

ッ ケ ン ジー デ ル タ ・エ ス キ モ ー 、 コパ ー ・エ ス キ モ ー 、 ネ ツ リ ッ ク ・エ ス キ モ ー 、 カ

リブ ー ・エ ス キ モ ー 、 イ グ ル ー リ ク ・エ ス キ モ ー 、 サ ッ リ ミュ ー ト ・エ ス キ モ ー 、 パ

フ ィ ン ラ ン ド・エ ス キ モ ー 、 ケ ベ ッ ク ・イ ヌ イ ッ ト、 ラ ブ ラ ドー ル 海 岸 エ ス キ モ ー 、 ポ

ラ ー ・エ ス キ モ ー 、 西 グ リー ン ラ ン ド ・エ ス キ モ ー お よ び東 グ リ ー ン ラ ン ド ・エ ス キ

モ ー と い う分 類 を 採 用 して い る(Damas　 ed.1984:ix)。 これ らの 分 類 も あ る意 味 で は、 人 類

学 者 や 言 語 学 者 に よ る もの で あ り、 必 ず し も 実 態 を 反 映 した も の と は い え な い し、 そ

の 社 会 お よ び 地 理 的境 界 は 時 代 と と も に 変 化 して い る 可 能 性 も否 定 で き な い 。 バ ー チ

が 北 西 ア ラ ス カ 地 域 の エ ス キ モ ー や カ リブ ー ・イ ヌ イ ッ トに 対 して 行 な っ た 伝 統 エ ス

キ モ ー 社 会 の 分 類 もあ る が 、 他 の 地 域 で は こ の よ う な 詳 細 な 社 会 分 類 研 究 は 行 な わ れ

て い な い の が 現 状 で あ る(Burch　 l980;1986b)。

　 と こ ろ で1960年 代 よ り各 地 の 極 北 民 は 、 カ ナ ダ や 米 国 政 府 な ど の 北 方 政 策 の 実 施 に

よ り、 遊 動 生 活 か ら定 住 生 活 へ と移 行 し、貨 幣 経 済 の 浸 透 も進 行 した 。1960年 代 か ら 各

地 の 極 北 地 域 で 国 家 と 極 北 先 住 民 と の 間 で 、 土 地 権 を は じめ と す る 先 住 民 と して の 諸

権 利 に関 す る 話 し合 い が もた れ る よ うに な っ た 。 この 結 果 、1971年 に は 、 ア ラ ス カ の 極

北 先 住 民 に 対 し、 ア ラ ス カ 先 住 民 諸 権 益 請 求 措 置 法(Alaska　 Native　Land　Claims　Settlement

Act)が 成 立 、1975年 に は ケ ベ ッ ク州 の 極 北 部 に す む イ ヌイ ッ トが ジ ェー ム ス 湾 協 定(James

Bay　and　Northern　Quebec　 Agreement)を 締 結 、1979年 に は グ リー ン ラ ン ドが 自治 州 と な り グ

リー ン ラ ン ド法(Greenland　 Home　 Rule)が 発 効 、1984年 に は カ ナ ダ 北 西 準 州 の イ ヌ ビア ル

イ ト(lnuvialuit)が 西 部 極 北 協 定(Western　 Arctic　Land　Claim)を 締 結 、 そ して1990年 に は 北

西 準 州 の 中部 お よ び 東 部 の イ ヌ イ ッ トが ヌ ナ ブ ト協 定(Nunavut　 Agreement)に 調 印 した(ス

チュアート印 刷 中)。 そ して 極 北 民 が 関 係 諸 政 府 と の 政 治 交 渉 と か か わ る 中 で 、 民 族 意 識 や

政 治 意 識 の 高 揚 が 見 られ て き た 。

　 現 在 で は 、 か つ て エ ス キ モ ー と 呼 ん で き た 人 々 の こ と を 次 の よ う に 呼 ぶ よ う に な っ

て き て い る(Damas　 l　984;Nattall　1992:ll;ス チュアート1993)。 ロ シ ア で は 、 現 在 で もエ ス キ モ ー

が 使 用 さ れ て い るが 、 彼 ら 自身 は ユ ピ ギ ー ト(Yupiget)と 自称 して い る。 ア ラ ス カ で は、

極 北 民 の 総 称 と して エ ス キ モ ー と い う言 葉 が 使 用 さ れ て い る が 、 北 西 部 に 住 む 人 々 は

イ ヌ ピ ア ー ト(lnupiat)と 、 中 西 部 や 南 西 部 に 住 む 人 々 は ユ ッ ピ ッ ク(Yup'ik)と 自 称 して
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い る 。 カ ナ ダ で は 、1970年 代 に 入 り、民 族 差 別 を 反 映 す る と 考 え られ る エ ス キ モ ー と い

う言 葉 の 使 用 を 控 え よ う と す る動 き が マ ス コ ミを 中心 に 盛 り上 が り、 イ ヌ イ ッ ト(lnuit)

と い う用 語 が 公 称 と して 使 用 され る よ うに な っ て き た 。 しか しカ ナ ダ の 北 西 部 に 住 む

人 々 は 、 自 らを イ ヌ ビ ア ル イ ト(lnuvialuit)と 呼 ん で お り、 イ ヌ イ ッ トと は 自称 して い な

い 。 通 常 、 カ ナ ダ で イ ヌ イ ッ トと い う場 合 は 、 この2つ の グ ル ー プ の 総 称 と して 使 用 さ

れ て い る と 考 え て 良 い 。 グ リー ン ラ ン ドに は、 大 別 す れ ば3つ の 先 住 民 グ ル ー プ が 存 在

して き た。 グ リー ン ラ ン ドの 西 部 海 岸 は イ ヌ イ ッ ト(lnuit)や カ ラ リ ッ ト(Kalallit)が 自称

と して 、 西 北 部 で は イ ヌ グ ブ イ ト([nughuit)が 自 称 と し て 、 そ して 東 部 海 岸 地 域 で は イ

ト(lit)が 自称 と して 使 用 さ れ て い る。 グ リー ンア ラ ン ドに住 む こ れ らの 人 々の 総 称 と し

て カ ラ リ ッ トが 現 在 、 使 用 され る よ う に な っ て き て い る 。 こ の よ う に み る と これ ま で

エ ス キ モ ー と して 一 括 さ れ て き た 民 族 は 実 は 、 多 様 な 複 数 の 民 族 な い し集 団 か ら成 っ

て い る と い う こ と が で き る 。

　 エ ス キ モ ー の 言 語 は 、 言 語 学 的 に み る と 、 大 き くユ ッ ピ ッ ク方 言 と イ ヌ イ ッ ト/イ

ヌ ピア ー ト方 言 に 大 別 で き る こ と な どを 勘 案 して 、 本 論 文 で は ロ シ ア と ア ラ ス カ 中 西

部 お よ び 南 西 部 の エ ス キ モ ー を ユ ッ ピ ッ ク と ア ラ ス カ の 北 西 部 か ら カ ナ ダ と グ リー ン

ラ ン ドに か け て 住 む エ ス キ モ ー を イ ヌ イ ッ トと 呼 ぶ ご と に して お き た い 。

　 1990年 現 在 の 人 口分 布 で あ る が 、 お お よ そ の と こ ろ シベ リア の ユ ッ ピ ッ ク は1700名

余 り、 ア ラ ス カ の ユ ッ ピ ッ ク は27300名 余 り、 ア ラ ス カ の イ ヌ イ ッ ト(イ ヌ ピア ー ト)

は12900名 余 り(Dorais　 1992:239-243)、 カ ナ ダ の イ ヌ イ ッ ト(イ ヌ ビ ア リ ュ ー トを 含 む)

は36200名 余 り(Statistics　Canada　 1993)、 そ して グ リー ン ラ ン ドの イ ヌ イ ッ トは44000名 余

り(Nuttall　1992:1)で あ る 。

3.北 米 を 中 心 と し た 極 北 人 類 学 の 研 究 動 向

　　①研究史の概略と1983年 までの研究動向

　極北人類学の歴史は、100年 以上になる。 この間、多数の文化人類学的研究、言語学

的研究、考古学的研究や形質人類学的な研究が行なわれてきた(Damas　ed.1984)。 こ こで

は、まず1983年 頃 までの文化人類学的研究の動向について整理 してみたい(注2)。

　極北人類学の本格的な開始は、フランツ ・ボアズ(Franz　Boas)に よ るカナダ東部極北

圏のパフ ィン島での フィール ド調査(1883年)で あると考えてよい。この成果は、1888年

に『 中央エスキモー』と して公刊 されたが、この研究は体系的な民族誌であるととも

にイヌイット社会 と自然環境 との関係に注 目してお り、生態学的視点を取 り入れた最

初の研究であると言 ってよい(Boas　l888:417)。 これ以降、その見方は、極北研究の中心

的な視点とな った。
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　 フ ラ ン ス の 社 会 学 者M.モ ー ス(Mauss　 1904-1905)は 、 当 時 、 存 在 して い た 民 族 誌 を 利

用 して 、 イ ヌ イ ッ トの 社 会 形 態 の 変 化 は 、季 節 の 変 化 に対 応 して い る こ とを 指 摘 し、 夏

と 冬 の 間 で の 環 境 の 周 期 的 な 変 化 が 、2つ の 異 な る社 会 形 態 を 生 み 出す と考 え た 。 彼 の

ア プ ロ ー チ は 、 生 態 学 的 視 点 を 取 り入 れ て い る と伴 に 、 社 会 を 全 体 と して 理 解 し よ う

と す る 全 体 論 的 ア プ ロ ー チ で もあ る 。

　 1920年 代 に は 、 ラ ス ム ッセ ンや ビル ケ ッ ト=ス ミス ら に よ る 第 五 次 チ ュ ー レ調 査 が

実 施 さ れ グ リー ン ラ ン ドの 西 北 部 か ら カ ナ ダ の 極 北 地 域 、 そ して ア ラ ス カ に か け て の

広 大 な 地 域 を 横 断 す る調 査 が 実 施 され た(例 え ばRasmussen　 l929,1931,1932;Birket-Smith

l929)。 ま た カ ナ ダ で は 、1900年 代 か ら1910年 代 に か け てD.ジ ェネ ス(Jenness　 1922,1928)

の コパ ー ・イ ヌ イ ッ トの 調 査 や ア ラ ス カ 北 部 沿 岸 地 域 と カ ナ ダ酉 部 極 北 地 域 に つ い て

の ス テ フ ァ ン ソ ン(Stefansson　 l9l3,1914)の 調 査 も実 施 さ れ た 。 これ らの 調 査 の 結 果 、 カ

ナ ダ の イ ヌ イ ッ トに つ い て の 科 学 的 な 知 識 が 増 大 した 。

　 極 北 の 文 化 人 類 学 的 研 究 は 、 第 二 次 世 界 大 戦 後 に 急 速 に盛 ん に な った 。 こ の 背 景 に

は 、 米 ソ の 冷 戦 や 国境(主 権)問 題 が 発 生 し た た め に カ ナ ダ や 米 国 は 、 旧 ソ連 に 隣 接

す る 北 米 の 極 北 地 域 の 民 族 、 地 理 や 環 境 に つ い て さ ら に 多 く の 情 報 を 得 る 必 要 性 が 出

て き た と い う 政 治 的 要 因 が あ った 。 筆 者 は 、 こ の 国 家 が 抱 え る諸 問 題 と極 北 人 類 学 の

隆盛 と の 間 に は 因 果 関 係 が あ る と考 え て い る 。 と もあ れ 多 数 の フ ィー ル ド調 査 が 、1950

年 代 か ら1960年 代 に か け て 極 北 地 域 の い た る 村 落 で 実 施 さ れ た 。 例 え ば 、 ベ ー リ ン グ

海 の セ ン トロー レ ンス 島 で パ ー ジ(Hughes　 l　960)が 、 ア ラ ス カ 北 西 部 の イ ヌイ ッ トの 間 で

は スペ ンサ ー(Spencer　 l　959)、 ヘ ン リ ッ ク(Heinrich　 l　963)や バ ー チ(Burch　 1966)が 、グ ブ サ ー

(Gubser　1965)が ア ラ ス カ の ヌ ナ ミュ ー トの 間 で 、 ウ イ ル モ ッ ト(Willmot　 1961)が ケ ベ ッ ク

州 北 部 の イ ヌ ク ジ ュ ア ッ クで 、 サ ラ ダ ン=ダ ン グル ー レ(Saladin　d'Anglure　 l967)が ケ ッベ

ク州 北 部 の ウ エ イ カ ム ベ イ で 、 バ リ ク シ(Balikci　1964,1970)が カ ナ ダ 中 部 極 北 地 域 の ペ

リー ベ イ お よ び ケ ベ ッ ク 州 北 部 の ク ジ ュ ア ラ ー ピ ッ ク と ボ ブ ン グニ ッ ク で 、 グ レイ バ ー

ン(Graburn　 1960,1964,1969)が ケ ベ ッ ク州 北 部 の サ ル イ トで 、ホ ニ グマ ン夫 妻(Honigmanns

l965,1970;Honigmann　 l962)が カ ナ ダ の 西 部 極 北 地 域 の イ ヌ ビ ッ ク、 東 部 極 北 地 域 の イ ・・

ル イ トお よ び ケ ベ ッ ク州 北 部 の ク ジ ュ ア ラ ー ピ ッ ク で 、 ダ マ ス(Damas　 l963)が カ ナ ダ の

中 部 極 北 地 域 の イ グル ー リクで 、 ブ リ ッ グ ス(Briggs　 1970)が 中部 極 北 地 域 の バ ック リバ ー

で 、 ゲ ン プ ル(Guemple　 1966)と フ リ ー マ ン(Freeman　 1964,1967,1969-70)が ハ ドソ ン湾 の

ベ ル チ ャ ー 群 島 で 、 そ して ベ ン=ド ー ア(Ben-Dor　 1966)が ラ ブ ラ ドー ル の マ コ ビ ッ クで

調 査 を 行 な っ て い る。 これ らの 調 査 の 主 眼 は 、 一 部 の 研 究 を 例 外 とす れ ば 、 概 して 「伝

統 的 な 」 イ ヌ イ ッ トや ユ ッ ピ ッ ク社 会 の 再 構 成 を お こ な う こ と で あ り、 そ の 基 盤 と し

て 環 境 へ の 適 応 を 重 ん じ る 生 態 学 的 ア プ ロ ー チ が 採 用 さ れ て い た 。 こ の 視 点 で は 、 親
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族関係、宗教、生業技術や物質文化はすべて人間が極北の自然環境へ適応するための

手段であるとみなす傾向があった。 また、ホニグマ ン夫妻やグ レイバー ンのように定

住化 したイヌイットの文化変容に焦点を当てる研究 も行なわれた。この時期の極北に

おける社会変化研究は、文化変容研究や社会の崩壊的変化 に注 目することが多か った。

一方、伝統的な社会人類学的調査 も多数行なわれた。ダマス、グレイバーン、バーチ、

ヘンリックやゲ ンプルは、アラスカやカナダのイヌイッ トの親族および家族関係や擬

似親族関係の研究を行ない、極北地域における社会的な変異や多様性の存在が認識さ

れることとなった(例 えばDamas　 l969a,　b;Befu　1964;Guemple,　ed.1972)。

　 1960年 代後半か ら1970年 代 にかけては伝統社会の再構成や社会変化の研究か らイヌ

イットやユ ッピックの土地利用など先住民諸権益獲得運動 と深くかかわる応用人類学

的研究がなされるようになった(Freeman　ed.1976;Brice-Bennett　ed.1977)。 先住民諸権益

獲得運動が盛んになるにつれて、人類学者が以前のように村に長期の住み込みを行な

い親族や社会生活について調査をすることが難 しくなり、社会人類学者や文化人類学

者の活動が低迷 し始めた。また、研究課題 に多様化が見 られはじめたのも1970年 代 で

あるといえる。

　 1970年 代か ら1980年 代のは じめにかけていくつかの分野で注目すべき研究が公刊さ

れている。その一つの分野は、 ヨーロッパ系カナダ人 とイヌイッ トの関係やエスニ シ

ティーに関する問題であり、ペイン(Paine　ed.1977)や プ ロデ ィ(Brody　l975)ら によって正

面か ら取 り上げられた。ペインは、カナダ政府が実施 した温情主義に基づいた政策を

福祉植民主義(welfare　colonialism)と して特徴づけ、カナダ政府の先住民に対する取 り扱

いを間接的に批判 している。また、ケネディー(Kennedy　 1981)は 、 ラブラ ドールにおけ

る同 じ村に共住 している民族集団の境界の問題を研究 している。二つめの分野は、生

態学的研究の新たな展開であった。 ケンプ(Kemp　 l971)は 、 カナダのイヌイッ ト社会に

おける生業活動をエネルギーの流れの観点から研究 したし、ウエ ンゼル(Wenzel　1981)は 、

パフィン島の クライ ドリバーで調査を開始 し、親族関係がイヌイットの環境適応にお

いて果す役割を研究 した。より生物学的な立場を とる生態学的な人類学研究 も、コン

ドン(Condon　1983)やE.ス ミス(Smith　1980)な どによって行なわれた。コンドンは、一年

を通 しての日照時間の変化とイヌイットの日常の活動や被病との間にみられる関係を

研究 している(Condon　l983)。 ス ミスは、生物進化の観点か らイヌイットの狩猟活動を最

適採資源行動として分析 している(注3)。 これ ら2人 の研究がそれまでと大きく異なる

点は、既存の理論か ら引き出された仮説を設定 し、フィル ドワークによって集めたデー

タを数量的に統計処理を施すことによってよ り客観的な検証を試みている点である。た

だ し、最適採資源理論の基盤 となる前提はイヌイッ トの社会や文化的な要因を無視 し
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ており、適用その ものに問題があるとの批判 もある(Wenzel　l　984)。 第3の 研究分野は、

社会変化 についての研究である。 ジャンセ ンやマ ッキロイらは、イヌイットの主体的

な適応戦略や心理的態度に焦点を合わ し、カナダの東部極北地域のイヌイッ トが決 し

て外的な政治経済的要 因によって翻弄 されているのではないと主張 した(Jansen　1979

;McElroy　1977)。 一 方で、イヌイッ ト社会がよ り大きな国家社会や世界経済 システムに

取り込まれつつあるという巨視的な視点に立つ研究も発表された(Brody　1975:31-32,1978)。

第4の 分野としては、これまでの生態学的中心のアプローチに対 し、イヌイットのエ ミ

ックな視点か らキャンプ規模、社会組織、テ リトリー、 リーダー シップや社会変化を

解明 しようとする研究があらわれた(Riches　l982)。 この研究は、これ までの生態学的適

応を重視 しすぎるきらいのあった北米の極北人類学に対す る批判であ ったが、北米で

はほとんど無視される結果とな った。一方、北米では象徴人類学や構造主義の視点を

取 り入れたフィエナ ップ=リ オーダ ン(Fienup-Riordan　 1983)が1970年 代 よりアラスカの

ユ ッピック社会で研究を開始 した。

　 1980年 代初頭までの極北人類学をふ りかえった場合の一つの特徴は、生態学的視点

が研究の支柱をなしてきたことであ り、諸 々の生態学的アプローチが採用されてきた

が、極北人類学自体はモースの全体論的アプローチの開発 と適用以来、ほとん ど人類

学理論の展開に寄与することはまれであ ったといえる(Balikci　l989;Bodenhorn　 1990)。 研

究動向 もフィール ド調査に基づ く 「伝統」社会の再構成を 目的とす る民族誌の作成か

ら先住民諸権益獲得運動を反映 した応用人類学的研究へと重点が移行 してきた といえ

る。

　　②最近の動向と現状

　 ここでは、過去10年 あ まりの北米における研究の動向と現状について述べるが、社

会変動の問題 と生業をめ ぐる問題は、次の章で詳 しく論 じることに したい。 まず、研

究主題、研究地域および研究者および研究教育機関の観点から研究の動向と現状を整

理 してみたい。

　　　　 1.研 究 主題

　かつてバーチ(Burch　l977,1979)は 、1977年 までの研究動向に対 し伝統的な人類学的研

究すなわちイヌイッ トおよびユ ッピック社会の文化の特徴や基本原理の解明を 目標 と

する研究か ら応用人類学的な研究への変化を指摘するとともに、研究主題の多様化や

専門化の傾向に言及 している。さらに1977年 か ら1983年 にかけての研究論文や単行本

の文献目録を作成 した岸上(1984)は 、 同様な傾向がさらに進んでいることを指摘 して

いる。

　 1983年 以 降の研究動向に注 目した場合、かつての親族研究など社会人類学的研究 の
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数 が 減 少 して い る一 方 で 、 社 会 変 化 、 経 済 、 経 済 発 展 、 教 育 、 性 差 と女 性 、 政 府 、 健

康 衛 生 、 イ ンパ ク ト研 究 、 言 語 、 法 律 、 先 住 民 の諸 権 利 、 政 治 、 社 会 問 題 な ど に か か

わ る 研 究 の 数 が 増 加 して い る 。 す な わ ち 、 現 在 の イ ヌ イ ッ トや ユ ッ ピ ッ クが 直 面 して

い る政 治 、 経 済 お よ び社 会 的 な 問 題 の 解 決 を 目指 す 特 殊 化 した 個 別 研 究 に 多 くの 人 類

学 者 が 係 わ っ て お り、 社 会 や 文 化 を 全 体 と して 理 解 し記 述 す る民 族 誌 研 究 を 行 な う研

究 の 数 が 少 な くな って き て い る こ と が わ か る 。 こ の な か で 、 筆 者 は 、 社 会 変 動 の 問 題

と生 業 を め ぐ る 問 題 を 後 に 詳 し く論 じて み た い 。

　 　 　 　 2.研 究 地 域

　 バ ー チ(1977,1979)は 、 ダ マ ス や マ ー ド ッ ク ら の地 域 分 類 と ほ ぼ 同 じ枠 組 み で 、 い

わ ゆ る 「伝 統 」 イ ヌ イ ッ ト社 会 お よ び ユ ッ ピ ッ ク社 会 を 分 類 し て い る が 、 こ の こ と は

1977年 以 前 の 研 究 の 大 半 が 特 定 地 域 な い し村 落 で の 現 地 調 査 の 所 産 で あ っ た こ と を 示

して い る 。 一 方 、 バ ー チ の 地 域 分 類 と 今 回 の 調 査 結 果(岸 上1994a)と を 比 較 し て み

る と、 バ ー チ の 分 類 枠 組 み で は 、 最 近 の 研 究 を 分 類 し き れ な い こ とが 分 か る 。 す な わ

ち 研 究 の 地 域 単 位 が 、 個 別 の 村 落 や 伝 統 的 な 社 会 単 位 か ら よ り広 域 な 地 域 、 行 政 区 画 、

国 家 単 位 や 国 際 関 係 が 研 究 の 単 位 に な っ て き て お り、 研 究 単 位 に 大 き な 変 化 が 見 られ

る 。

　 　 　 　 3.研 究 教 育 機 関 と 研 究 者

　 カ ナ ダ と米 国 の 研 究 機 関 と研 究 者 の 研 究 を 、 い くつ か 紹 介 して み た い(注4)。

　 カ ナ ダ に は 、 極 北 関 係 の 研 究 所 と して 、 カ ル ガ リー 大 学(University　 of　Calgary)の 北 米

極 北 研 究 所(Arctic　 lnstitute　of　North　America)、 ア ル バ ー タ 大 学(University　 of　Alberta)の カ ナ

ダ環 極 北 研 究 所(Canadian　 Circumpolar　 Institute)お よ び マ ッギ ル 大 学(McGill　 University)の 北

方 研究 調 査 セ ン タ ー(Centre　 For　NoTthern　Studies　and　Research)お よ び ラバ ル大 学(Universite

Laval)の イ ヌ イ ッ トお よ び 環 極 北 研 究 会(Groupe　 d'etudes　lnuit　et　circumpolaires)が あ る。 こ

れ らの 大 学 に は 、 何 名 か の 文 化 人 類 学 者 が お り極 北 研 究 を 行 な っ て い る 。 こ の う ち 北

米 極 北 研究 所 と イ ヌ イ ッ トお よ び環 極 北研 究 会 は、それ ぞ れ"ATctic"と"Etudes/lnuit/Studies"

と い う学 術 雑 誌 を 定 期 的 に 発 行 して い る 。 ラバ ル 大 学 の 研 究 者 が 中心 とな っ て2年 に 一

度 イ ヌ イ ッ ト研 究 学 会(lnuit　Studies　Conference)が 開催 さ れ て い る 。

　 ア ル バ ー タ 大 学 に は 、M.　M.　R.フ リー マ ン(Freeman)が 研 究 教 授 と して お り、 先 住 民 の

生 業 捕 鯨 の 問 題 、 食 物 や 栄 養 問 題 お よ び 生 業 の 問 題 に 関 して 応 用 人 類 学 的 研 究 を 行 な

っ て い る 。 フ リ ー マ ンは 生 態 人 類 学 者 で あ る が 、 こ れ ま で 一 貫 して ア ザ ラ シ猟 な ど 狩

猟 活 動 が イ ヌ イ ッ トの 文 化 と社 会 の 基 盤 で あ る こ と を 主 張 し 、 再 生 資 源 の 管 理 保 全 の

重 要性 を 指 摘 し て き た(Freeman　 1984;1986)。 ア ラ ス カ や カ ナ ダ の 西 部 極 北 圏 の イ ヌ イ ッ

トの 自家 消 費 用 の 捕 鯨 を 研 究 し、 そ の 文 化 社 会 的 重 要 性 を 強 調 す る と と も に 、 欧 米 や
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日本 の 商 業 捕 鯨 と は 異 な り、 同 じ 国 際 ル ー ル で 禁 止 す る こ と に よ っ て 生 ず る社 会 的 弊

害 を 国 際 捕 鯨 委 員 会 や 関 係 政 府 に対 し答 申 した り して い る(Freeman　 1989;Freeman,　 Wein

and　Keith　1992)。 ま た 現 在 の カ ナ ダ の 西 北 部 極 北 地 域 の イ ヌ イ ッ トの 狩 猟 活 動 に よ っ て

得 られ る 食 物 の 栄 養 上 や社 会 文 化 的 な重 要 性 を カ ナ ダ 北 西 準 州 の ア ク ラ ビ ッ ク(Aklavik)

で 体 系 的 に 研 究 し 、 指 摘 して い る(Freeman　 1988a,b;Wein　 and　Freeman　 1992)。

　 マニ トバ 大 学(University　 of　Manitoba)に は 、マ チ ア ッセ ン(Matthiasson　 1992)が お り、1960

年 代 に 調 査 を 行 な った パ フ ィ ン島 北 部 の デ ー タ を も と に 民 族 誌 的 な 著 作 を 出版 して い

る が 、 極 北 で の フ ィー ル ドワ ー ク か ら は 遠 ざ か っ て い る 。 一 方 、 医 学 部 に 属 す るJ.オ

ニ ー ル(0'Nei1)は 、 カ ナ ダ の 中部 極 北 地 域 や マ ニ トバ 州 東 北 部 の イ ヌ イ ッ ト社 会 に お け

る 医 療 シ ス テ ム や 精 神 的 な ス トレ ス な ど精 神 衛 生 に 関 す る 医 療 人 類 学 的 研 究 を 行 な っ

て き て い る。 彼 の 研 究 の 特 徴 の 一 つ は 、 い ち は や くイ ヌ イ ッ トの青 年 男 女 の 若 年 層 に

着 目 し た 点 で あ る(0'Neil　 1984;1986)。 ま た 、 マ ニ トバ 大 学 に は 、 コ パ ー や カ リ ブ ー ・イ

ヌ イ ッ トの 服 飾 を 研 究 して い る オ ー ク ス(Oakes　 l988)が い る 。

　 サ ス カ チ ュ ワ ン大 学(University　 of　Saskatchewan)に は 、 先 住 民 法 律 研 究 セ ン タ ー(Native

Law　Studies　Center)が あ り、 カ ナ ダ や 米 国 の 先 住 民 諸 権 益 請 求 問 題 や 先 住 民 と して の諸 権

利 に 関 す る論 考 が 多 数 出 版 され て い る 。 ま た 、 同 大 学 に は 文 化 人 類 学 者 の ウ イ リ ア ム

ソ ン(Williamson　 l985,1988)が お り、 最 近 は 、 カ ナ ダ の カ リブ ー ・イ ヌ イ ッ トの 名 前 の 文

化 的 重 要 性 に つ い て の 研 究 を 進 め て い る 。

　 オ ン タ リオ 州 に あ る マ ッ クマ ス タ ー 大 学(McMaster　 University)に は、 カ ナ ダ 中 部 極 北

地 域 の イ ヌ イ ッ トの 親 族 研 究 で 多 大 の 業 績 を 残 し た ダ マ ス(Damas　 l963,1969a,b)が い た

が 、 す で に 引 退 し て い る。 ダ マ ス は 引 退 す る ま で 、 北 米 イ ンデ ィア ンハ ン ドブ ッ ク の

第5巻 極 北 の編 著(Damas　 ed。1984)や 接 触 伝 統 期(contact-traditional　 period)の 概 念 の再 検 討

(Damas　 l988)を 行 な うな ど 極 北 研 究 を 代 表 す る研 究 者 の 一 人 で あ った 。 西 オ ン タ リオ 大

学(University　 of　Western　 Ontario)に は 、 か つ て 親 族 や 擬 似 親 族 研 究 の 象 徴 論 的 研 究 を 開 拓

した ゲ ン ペ ル(Guemple　 l965,1969,1979)が お り、 最 近 で は イ ヌ イ ッ トの 社 会 化(Guemple

1988)や 分 業 と の 関 係 か ら 見 た 男 女 差(Guemple　 l986)な どの 研 究 を 行 な っ て い る 。

　 ケ ベ ッ ク 州 の ・・ル 市 に あ る カ ナ ダ文 明 博 物 館(Canadian　 Museum　 of　Civilization)の 研 究 部

に は 、 カ ナ ダ 東 部 の ラ ブ ラ ドー ル ・イ ヌ イ ッ トの 民 族 歴 史(ethnohistory)を 研 究 して い る

ガ ー ス ・テ イ ラ ー(Taylor)が い る。 彼 の 立 場 は 、 生 態 環 境 へ の イ ヌ イ ッ トの 適 応 に焦 点

を あ て た も の で あ っ た が 、 最 近 で は 、 モ ラ ビ ア 教 団 の 書 き 残 し た 日誌 や 記 録 を も と に

ラ ブ ラ ドー ル に あ っ た 捕 鯨 儀 礼 、 夏 期 の 祭 りや 儀 礼 小 屋 の 存 在 を 指 摘 し、 そ の 再 構 成

を 行 な っ て い る(Taylor　 1985,1990,1993;Taylor　 and　Taylor　1986)。 彼 は 、 ラ ブ ラ ドー ル ・イ

ヌ イ ッ トの 宗 教 を 再 構 成 す る こ と と と も に 、 ホ ー ク ス(Hawkes　 l916)の 民 族 誌 の 誤 りを
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訂 正 す る こ とを ラ イ フ ワ ー ク と して い る(注5)。 ま た 、 イ ヌ イ ッ トの 滑 石 彫 刻 や 版 画 な

ど 芸 術 作 品 を 研 究 して い る0.レ ロ ー(Leroux)が 同 研 究 部 に い る 。

　 モ ン ト リオ ー ル 大 学(Universite　 de　Montreal)で は 、 ネ ツ リ ッ ク ・イ ヌ イ ッ トに 関 す る 生

態 学 的 研 究 と映 像 人 類 学 研 究 で 有 名 な バ リ ク シ(Balikci　l964,1970)が 教 鞭 を 取 って い た

が 、 最 近 、 引退 した た め 、 同 大 学 の 人 類 学 部 に は 、 極 北 人 類 学 者 は い な くな った 。 た

だ し、 ケ ベ ッ ク州 北 部 の イ ヌイ ッ トの 人 口 を 研 究 して い る 人 口 学 者 が 何 名 か 同 大 学 に

は い る(例 え ば 、Choiniere　 et　Robitaille　1993)。 ま た 、 音 楽 学 部 に は 、 北 部 パ フ ィ ン島 や 北

ケ ベ ッ クの の ど 鳴 ら し歌 な ど民 族 音 楽 の 研 究 を 行 な ったJ-J.ナ チ エ(Nattiez　 1985,1988)

が い る 。

　 マ ッギ ル 大 学 の 地 理 学 部 に は、G.ウ エ ンゼ ル(Wenze1)とL.ミ ュ ラ ー=ヴ ィ レ(Muller-

Wille)が い る 。 ウ エ ンゼ ル(Wenze11981)は 、 生 態 人 類 学 者 で あ り、1970年 代 よ り一 貫 し

て 親 族 組 織 と生 業 活 動 との 関 係 や 生 態 適 応 に お い て 親 族 関 係 が 果 す 役 割 を 研 究 して き

た 。 最 近 で は 、 グ リ ー ン ピー ス な ど 自 然 環 境 保 護 団 体 や 動 物 愛 護 団 体 に よ る社 会 運 動

の 結 果 、 イ ヌ イ ッ トが これ ま で 収 入 源 と して き た ア ザ ラ シの 毛 皮 の 不 買 運 動 が ヨ ー ロ

ッパ や 北 米 で お こ り、 イ ヌ イ ッ トは 経 済 的 な 問 題 に 直 面 し、 これ は さ らに 生 業 の 維 持

や 社 会 関 係 の 維 持 に悪 影 響 を 及 しつ つ あ る こ と を指 摘 して い る(Wenzel　 1991)。 ウ エ ンゼ.

ル は 、 イ ヌ イ ッ ト社 会 の 存 続 の た め に は 、 生 業 と毛 皮 交 易 の 存 続 が 重 要 で あ る と主 張

し て い る 。 ミ ュ ラ ー=ヴ ィ レ は 、 ケベ ッ ク州 の イ ヌ イ ッ トが 居 住 す る 極 北 地 域 で あ る

ヌ ナ ビ ッ ク地 域(Nunavik)の 地 名 を イ ヌ イ ッ トの 文 化 団 体 の 一 つ で あ る ア バ タ ッ ク文 化

研 究 所 と と も に 調 査 し、 地 名 を 記 録 に 残 す と と も に 、 地 図 や 地 名 録 を 作 成 して き た

(Muller=Wille　 1987)。 最 近 で は、 地 域 社 会 を 越 え た 、 新 た な ア イ デ ンテ ィテ ィの 準 拠 枠 と

な る ヌ ナ ブ ト意 識 や ヌ ナ ビ ッ ク意 識 が ど の よ う に 生 成 さ れ る か に 関 す る 研 究 を 進 め て

い る 。

　 ケ ベ ック市 に あ る ラバ ル 大 学 で は 、 サ ラ ダ ン=ダ ン グル ー レ(Saladin　 d'Anglure)、 ド レ

(Dorais)や ツ ル デ ール(Trudel)ら の 研究 者 と と も に 、何 人 か の 若 手 研 究 者 が 精 力 的 に 研 究

を 進 め て い る 。 フ ラ ン ス 系 カ ナ ダ 人 の 研 究 者 は 論 文 を フ ラ ン ス 語 で 出版 す る こ と が 多

い の で 、 英 語 の 使 用 が 主 流 を 占 め て い る 北 米 の 人 類 学 会 で は 正 当 な 評 価 を 受 け て い な

い よ うな 感 が あ る が 、 ラ バ ル 大 学 の 人 類 学 部 の 極 北 研 究 は 実 績 と人 材 育 成 の 点 で は 、現

在 の カ ナ ダ に お け る 極 北 研 究 の 一 大 中 心 を な して い る と思 う。 サ ラ ダ ン=ダ ン グ ル ー

レは 、 もと も と は ケ ベ ッ ク州 北 部 の ウ ン ガ バ 湾 地:域 の イ ヌ イ ッ トの 民 族 誌 的 研 究 を1960

年 代 よ り行 な って い た が 、1980年 代 以 降 は 、 シ ャ ー マ ニ ズ ム 、 第 三 の 性 、 民 族 天 文 学 や

宇 宙 論 に 関 す る研 究 を イ グル ー リ クで の 調 査 に基 づ い て 行 な っ て き て い る(Saladin　d'Ang-

lure　1985,1986,1990)。 ド レ(Dorais)は 、 イ ヌ イ ッ ト語 の 専 門 家 で あ り 、 現 在 、 最 も広 範
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に イ ヌ イ ッ ト語 を 研 究 し て い る 言 語 人 類 学 者 の 一 人 で あ る 。 彼 は 、 東 部 極 北 圏 の イ ヌ

イ ッ ト語 の 文 法 づ く りや 言 語 学 的 分 析 を 行 な う と と も に 、 多 様 な イ ヌ イ ッ ト語 の 比 較

研 究 や歴 史 の 研 究 に も着 手 して い る(例 え ばDorais　 1985,1990,1992,1993)。 ツル デ ー ル は 、

数 少 な い 民 族 歴 史 研 究 者(ethnohistorian)で あ り、ハ ドソ ン 湾 交 易 会 社 の 交 易 所 の 記 録 を

利 用 して ケ ベ ッ ク州 北 部 の イ ヌ イ ッ トの 毛 皮 交 易 を 研 究 して い る。 彼 は、 ケ ベ ッ クの

イ ヌ イ ッ トは 、1800年 代 よ り毛 皮 交 易 にか か わ って き た が 、毛 皮 交 易 は イ ヌ イ ッ トの 生

活 様 式 を 大 き く変 化 さ せ た の で は な い こ と を 古 文 書 記 録 を 用 い て 立 証 した 。 こ の こ と

は 、イ ヌ イ ッ トは 自 らの 目 的 に応 じ て 毛 皮 交 易 に 参 加 して い た の で あ り、 毛 皮 交 易 が イ

ヌ イ ッ トの 「伝 統 的 な 」 生 活 を 一 方 的 に 破 壊 した の で は な い こ とを 意 味 して お り 、 こ

れ ま で の 見解 に修 正 を 促 す と言 え る(例 え ばTrudel　 l　991)。 ま た 、 ラ バ ル 大 学 で 学 位 を 取

っ た デ ュ フー(Dufour)は 、 カ ナ ダ ・イ ヌ イ ッ ト社 会 に 蔓 延 して い る難 聴 の 医 療 人 類 学 的

研 究(1989)を お こ な って お り、 デ ュ エ ム(Duhaime-1983,1987,1991,1992)は 、 イ ヌ イ ッ ト

の 定 住 生 活 、 経 済 や 国 家 と の 関 係 を 研 究 して い る 。 ラ バ ル 大 の 教 官 は 伝 統 志 向 の 人 類

学 者 で あ る の に対 し、 若 手 の 研 究 者 は 応 用 人 類 学 を 志 向 して お り、 現 代 の 極 北 人 類 学

の 流 れ を 象 徴 して い る と思 う。

　 ニ ュ ー フ ァ ウ ン ドラ ン ド州 の 記 念 大 学(Memorial　 University　of　Newfoundland)に は 、 民 族

誌 『決 して 怒 らな い 』(1970)で 高 い 評 価 を 得 た 心 理 人 類 学 者 のJ.ブ リ ッ グ ス(Briggs)や

『白 い 極 北 』(1977)を 編 集 した 応 用 人 類 学 者 のR.ペ イ ン(Paine)が い る 。 ブ リ ッグ ス は 、子

供 の 社 会 化 や イ ヌ イ ッ トの 情 緒 や 心理 に関 す る 研 究 を現 在 で も行 な って い る(Briggs　 l　983,

1985,1991)。 ま た 、 極 東 ロ シ ア の 民 族 政 策 に関 す る 研 究 を 行 な って い る バ ー トル ズ 夫 妻

が い る(Bartels　and　Bartees　1983,1986,1989)。 ノ バ ス コ ー シ ア 州 の マ ウ ン ト ・セ イ ン ト ・ヴ

ィ ンセ ン ト大 学(Mount　 Saint　Vincent　University)のB.リ チ リ ン グ(Richling)は 、 ラ ブ ラ ドー

ル ・イ ヌ イ ッ トの再 移 住 や キ リス ト教 化 の 問 題 を 研 究 して い る(Richling　 1985a,b;1989)。

　 以 上 、 カ ナ ダ の 状 況 を み て み る と 、 大 学 で 教 鞭 を 取 っ て い る 極 北 研 究 者 の 高 齢 化 が

進 行 して い る と と も に 、 カ ナ ダ の 人 類 学 の 博 士 課 程 を もつ 主 要 大 学 で あ る ブ リテ ィ ッ

シ ュ コ ロ ン ビ ア大 学(University　 of　British　Columbia)、 ト ロ ン ト大 学(University　 of　Toronto)、

マ ッギ ル 大 学(McGill　 University)や モ ン トリオ ー ル 大 学(Universite　 de　Montreal)の 人 類 学 部

に極 北 民 族 を 専 門 と す る 文 化 人 類 学 者 が 皆 無 で あ る の は 極 北 研 究 の 将 来 を 考 え る と誠

に残 念 な こ と で あ る 。 こ の 状 況 は 、 米 国 に もあ て は ま る 。

　 か つ て 、1960年 代 か ら1970年 代 にか け て 米 国 の シ カ ゴ大 学(University　 of　Chicago)や ウ

イ ス コ ン シ ン大 学(University　 of　Wisconsin)に は 何 名 か の 極 北 の 専 門 家 が お り、 一 時 は 多

数 の 博 士 号 が 極 北 の 研究 で 授 与 さ れ た 。 と こ ろ が 、1980年 代 か ら1990年 代 に か け て 、 米

国 の 主 要 大 学 に は イ ヌ イ ッ トや ユ ッ ピ ッ ク の 文 化 人 類 学 的 研 究 を 専 門 に して い る 研 究
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者 は 数 え る く らい しか い な くな って い る 。

　 コ ネ テ ィー カ ッ ト大 学(University　 of　Connecticut)に は 、W.ラ フ リ ン(Laughlin)やN.チ ャ

ンス(Chance)が い ま で もい る が 、 両 者 と も か な り高 齢 で あ り、 退 職 が 近 づ き つ つ あ る。

最 近 、 チ ャ ン ス は ア ラ ス カ 北 西 部 の イ ヌ ピ ア ー ト社 会 を 中 心 に 、 社 会 変 化 に つ い て の

本 を 出 版 して い る が 、 彼 の 視 点 は 、 世 界 シ ス テ ム 理 論 に 近 い も の に な って い る(Chance

l990)。 ダ ー トマ ス カ レ ッジ(Dartmouth　 College)に は 、 極 北 研 究 所 と極 北 図 書 コ レ ク シ ョ

ンが あ るが 、 極 北 地 域 を 専 門 と す る 専 任 の 文 化 人 類 学 者 は い な い 。

　 ア ー カ ン ソ ー 大 学(University　 of　Arkansas)に は 、R.コ ン ド ン(Condon)が お り、 学 術 雑 誌

Arctic　Anthropologyを 編 集 す る と と も に、 精 力 的 に 研 究 を 進 め て い る 。 コ ン ドンの 研 究

は 、 日照 時 間 、 人 間 の 活 動 と被 病 と の 関 係 に関 す る 人 類 学 的 研 究(Condon　 l　983)が 彼 の

出 発 点 で あ った が 、 現 在 は 、 ホ ル マ ン村 の 青 少 年 の 行 動 、 性 差(ジ ェ ン ダ ー)や 社 会

変 化 の 研 究 に 従 事 して い る(Condon　1987,1990,1991;Condon　 and　Stern　1993)。

　 シ ア トル に あ る ワ シ ン トン大 学(University　 of　Washington)に は 、進 化 生 態 学 の 視 点 か ら

イ ヌ イ ッ トの 狩 猟 活 動 や 分 配 活 動 を 研 究 して い るE.ス ミス(Smith)が い る。 ス ミス は 、 ケ

ベ ッ ク 州 の イ ヌ ク ジ ュ ア ッ クで フ ィ ー ル ドワ ー ク を 行 な い 、 イ ヌ イ ッ トの 冬 の ア ザ ラ

シ猟 な ど 生 業 活 動 を 、 最 適 採 資 源 理 論 を 援 用 しな が ら 、 経 済 、 生 態 お よ び 文 化 と 深 く

か か わ る 人 類 進 化 史 上 の 適 応 戦 略 と して 分 析 して い る。 彼 の 立 場 は 、 文 化 や 社 会 的 要

因 を 二 次 的 な もの とみ な す 傾 向 が あ り、文 化 人 類 学 者 か ら誤 解 さ れ る こ とが 多 い が 、 彼

は デ ー タ を 検 証 可 能 な 形 で 提 示 し、 数 量 化 し た デ ー タ で 吟 味 を す る と い う 客 観 的 方 法

を 採 用 した 点 で 高 く評 価 され るべ きで あ る 。

　 カ リフ ォル ニ ア大 学 の バ ー ク レ ー校(University　 of　California,　Berkely)に は,イ ヌ イ ッ トの

親 族 研 究 で 有 名 なN.H.　H.グ レ イ バ ー ン(Graburn　 l　986a,b,1993)が お り、 最 近 で は イ ヌ イ

ッ ト芸 術 の 象徴 論 研 究 な どを 行 な って い る。 また 、 ロサ ンゼ ル ス校(University　 of　California,

Los　Angeles)のW.オ ズ ワ ル ト(Oswalt　 1990)は 、 ア ラ ス カ 南 西 部 の ユ ッ ピ ッ クの 民 族 史(エ

ス ノ ヒス トリー)を 最 近 、 出 版 して い る。 カ リ フ ォル ニ ア 大 学 ア ー ヴ ィ ン校(University

of　California,　lrvine)の ジ ョル ジ ャ ンセ ンは 、 ア ラ ス カ に お け る 油 田 開 発 の 先 住 民 社 会 に

及 ぼ した 諸 影 響 を 研 究 し、 そ の 成 果 を 出 版 して い る(Jorgemsen　 l　990)。

　 米 国 の首 都 ワ シ ン トン に あ る ス ミソニ ア ン協 会(Smithsonian　 Institution)の 自 然 史 博 物 館

の 人 類 学 部 門 に は 、 考 古 学 者 で あ るw.W.フ ィ ッチ ュ ー(Fithzugh)が い るが 、 極 北 地 域 を

専 門 とす る 文 化 人 類 学 者 は 専 任 と して は い な い 。 ジ ェサ ップ ・プ ロ ジ ェ ク トⅡ(The　 Jesup

North　Pacific　Expedition　Ⅱ　Project)の た め に ロ シ ア か ら 招 待 さ れ て い るⅠ.ク ル プ ニ ッ ク

(Krupnik)博 士 が 現 在 お り、 環 北 太 平 洋 諸 文 化 の 比 較 研 究 を 計 画 し、 遂 行 中 で あ る。 クル

プ ニ ッ ク は 、 ロ シ ア 極 東 に 住 む ユ ッ ピ ッ ク の 専 門 家 で あ り、 生 態 学 的 視 点 を と りつ つ
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生 業 活 動 や 社 会 組 織 の 再構 成 を行 な って きた(Krupnik　 1985a,b,1987,1988,1990,1991,1993)。

ま た 、 協 力 研 究 員 と して 、E.　S.バ ー チ(Burch,Jr.)が い る 。 彼 は 、 この20年 間 、米 国 の 極

北 研 究 を リ ー ド して き た 研 究 者 の 一 人 で あ る 。 彼 の 業 績 は 、 い くつ か あ る が そ の 中 で

も、 これ ま で3つ の 点 で 高 い評 価 を 得 て き た 。 第1は 、 ア ラ ス カ北 西 部 の イ ヌ ピア ー ト

の 家 族 お よ び 親 族 構 造 の 再 構 成 と 分 析 で あ る(Burch　 1975)。 第2は 、 ハ ドソ ン湾 西 岸 の

内 陸 部 に 住 む カ リブ ー ・イ ヌ イ ッ トの 祖 先 は 、13、14世 紀 頃 に ハ ドソ ン湾 西 岸 を 南 下 し、

内 陸 部 に 広 が った チ ュ ー レ文 化 の 担 い 手 で あ った とす る エ ル マ ー ・ハ ー プ(Harp　 1962:73

-74)の 仮 説 と17世 紀 頃 に コパ ー ・イ ヌ イ ッ トの 地 域 か ら内 陸 を 移 動 して き た 人 々 の 祖

先 で あ る と す る ウ ィ リ ア ム ・テ イ ラ ー(Taylor1965:14-15)の 仮 説 を エ ス ノ ヒス トリ ー の

手 法 を 用 い て 吟 味 し た こ と で あ る。 両 方 の 仮 説 の 長 所 と 欠 点 を 指 摘 す る と と も に 、 カ

リ ブ ー ・イ ヌ イ ッ トの 内 陸 適 応 は 比 較 的 最 近 の もの で 、20世 紀 初 頭 の カ リブ ー ・イ ヌ イ

ッ トの 文 化 は 極 北 の 沿 岸 部 で は な く、 キ ー ワ テ ィ ン地 域 の 南 部 で 発 達 を み た も の で あ

る と い う仮 説 を 提 起 した(Burch]978)。 さ ら に 彼 は 、北 西 ア ラ ス カ の イ ヌ イ ッ ト社 会 が 、

1816-1842年 の 時 期 に は 、 複 数 の 双 方 的 な地 縁 拡 大 家 族 か ら な る25の 社 会 に分 れ て い た

こ と を 再 構 成 した(Burch　 l　980)。 彼 の 最 近 の 研 究 は 、 ア ラ ス カ北 西 部 の イ ヌ イ ッ トと カ

ナ ダ の カ リ ブ ー ・イ ヌ イ ッ トに 関 す る も の が ほ と ん ど で あ る 。 内 容 的 に は 、 社 会 や 生

業 な ど に 関 す る 概 論 的 な 著 作(Burch　 l　984,1985,1986a,　 b,1988a,1991)、 交 易 や 交 換 に 関 す

る特 定 の テ ー マ に 絞 った 研 究(Burch　 l　988b、1988c)、 ラ ス ム セ ンに関 す る著 作(Burch　 l　988d,

e)や 世 界 の 極 北 研 究 組 織 に 関 す る論 考(1993)が 出 版 さ れ て い る 。 さ らに 数 少 な くな りつ

っ あ る イ ヌ イ ッ トの 古 老 との イ ン タ ビ ュ ー に基 づ く伝 統 社 会 の 再 構 成 の 緊 急 性 を 指 摘

し て い る(Burch　 l　991)。

　 ア ラ ス カ に は 、 イ ヌ イ ッ トとユ ッ ピ ッ ク研 究 の拠 点 と して ア ラ ス カ 大 学 フ ェア バ ン

ク ス校 お よ び ア ンカ レ ッ ジ校(University　 of　Alaska,　Fairbanks　and　Anchorage)そ して ア ラ ス カ

州 政 府 の 魚 お よ び 狩 猟 動 物 局(Dept　 of　Fish　and　Game)の 生 業 部 門(Divison　 of　Subsistence)が

あ り、 複 数 の 研 究 者 が い る。 フ ェ ア バ ン ク ス 校 に は 、 極 北 研 究 に 携 って い る エ ラ ン ナ

(L.J.　Ellanna)と ブ ラ ッ ク(L　 Black)が い る 。 エ ラ ンナ は ベ ー リ ング 海 峡 の諸 島 部 に住 ん で

い る イ ヌ イ ッ トや ユ ッ ピ ッ クの 生 態 、 人 口 、 生 業 お よ び 社 会 組 織 に 関 す る研 究 を 行 な

っ て い る(Ellanna　 1983,1988a,　 b;Ellanna　 and　Sherrod　1984;Ellanna　 and　Wheeler　 1989)。 ブ ラ ッ

ク は 、 これ ま で ア リ ュ ー トの 民 族 学 的 研 究 を 行 な っ て き た が 、 最 近 で は 特 に 芸 術 や 民

話 の モ チ ー フ や 捕 鯨 な ど に 関 す る研 究 を 公 表 して い る(Black　 l983,1987)。 ま た 、 ア ンカ

レ ジ校 の 生 態 人 類 学 者 で あ る ラ ン グ ドン は 、 貨 幣 経 済 下 に お い て も生 業 が 活 力 を 失 っ

て い な い 点 を 強 調 す る研 究 を 行 な っ て い る(Langdon　1991)。

　 ア ラ ス カ 州 政 府 内 で は 、 ウ ル フ博 士 の 統 轄 の も と 複 数 の 人 類 学 者 が 、 ア ラ ス カ の 先
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住 民 社 会 に お け る 生 業 の 問 題 を 取 り扱 って い る(Wolfe　 and　Walker　 1987)。 と くに ア ラ ス カ

州 の 生 業 部 門 は 、 人 類 学 者 と契 約 を 結 び 、 イ ヌ イ ッ トや ユ ッ ピ ッ クの 生 業 に 関 して の

研 究 を 実 施 し、興 味 深 い 成 果 を挙 げ て い る(例 え ば 、Ellanna　and　Sherrod　1984,　Burch　1985)。

特 に 、 現 在 の 貨 幣＝ 生 業 混 交 経 済 の 研 究 は 、 先 住 民 社 会 の 将 来 を 考 え る 上 で 、 経 済 的

の み な らず 文 化 社 会 的 に 重 要 で あ る 。 こ の 問 題 に 関 し て は 、 生 業 論 争 と して 次 の 章 で

取 り上 げ た い の で 、 詳 細 に つ い て は こ こ で は 述 べ な い 。

　 最 後 に 、 大 学 に お い て は専 任 の 地 位 を 有 して い な い が 、 注 目 す べ き 研 究 を 行 な っ て

い る 何 人 か の 人 類 学 者 を 紹 介 して お き た い。 まず 、 フ ィエ ナ ッ プ=リ オ ー ダ ン(Fienup

-Riordan)の 研 究 に ふ れ て お き た い 。 彼 女 の 研 究 は 、 大 き く分 け て ユ ッ ピ ッ ク の 生 業 の

研 究 と世 界 観 な い し象 徴 の 研 究 に 大 別 で き る。 彼 女 の 代 表 作 で あ る『 ネ ル ソ ン島 エ ス

キ モ ー』(1983)で は 、 生業 の イ デ オ ロ ギ ー を 研 究 の 中心 に す え 、 如 何 に リサ イ ク リ ン グ

の 思 想 が 日常 生 活 の あ らゆ る 側 面 に 浸 透 して い るか を 構 造 論 的 な 視 点 か ら全 体 と して

描 き 出 す こ と に 成 功 し て い る。 そ して 、 モ ノ グ ラ フ 『悪 い 季 節 が く る 時 』(1986a)で は

ユ ッ ピ ッ クの 生 業 活 動 を綿 密 に か つ 正 確 に 記 録 に 残 して い る 。 ま た 、 ユ ッ ピ ッ ク の 世

界 観 や 象 徴 に 関 す る 研 究 を 多 数 、 精 力 的 に 進 め て い る(例 え ば 、Fienup=Riordan　 1986b,

1987a,b,1990a,bな ど)。

　 ま た 、英 国 の ケ ンブ リ ッ ジ大 学 で 学 位 を 取 得 したB.ボ ー デ ンホ ー ン(Bordenhorn　 1989)

は 、 ア ラ ス カ の イ ヌ ピ ア ー ト社 会 の 捕 鯨 複 合 、 親 族 関 係 、 養 子 縁 組 な ど に 関 す る 象 徴

人 類 学 的 な 研 究 を 行 な っ て い る 。 さ らに 彼 女 は 、 イ ヌ ピ ア ー トの 女 性 の 象 徴 的 研 究 の

成 果 を 用 い て 、狩 猟 採 集 民 に つ い て の 人 類 学 的 な 一 般 モ デ ル に 検 討 を 加 え て い る(Boden-

horn　1990)。 同 じ く ケ ンブ リ ッ ジ大 か ら学 位 を 取 得 したM.ナ タル(Nuttall　1992)は 、 グ リー

ン ラ ン ドの 北 西 部 の カ ラ リ ッ トの 村 で 、 親 族 関 係 、 名 前 、 生 業 や 社 会 経 済 変 動 を 研 究

し、 そ の 社 会 の 文 化 的 な 側 面 の 歴 史 的 連 続 性 を 指 摘 して い る。 さ ら に フ ラ ン ス 人 の コ

リニ ョオ ン(Collignon　 1993)は 、 コパ ー ・イ ヌ イ ッ トの土 地 利 用 パ タ ー ン の 歴 史 的 変 化 の

研 究 を 行 な い、1970年 代 の 後 半 に 入 って か ら イ ヌ イ ッ トと土 地 と の 関 係 が 大 き く変 わ り

始 め た こ と を指 摘 して い る 。X.ブ レ ゼ ル(Blaisel　and　Amakak　 1993)は 、 カ ナ ダ ・イ ヌ イ ッ

トの 神 話 の 象 徴 分 析 を 通 して 、 イ ヌ イ ッ トの 主 要 な 儀 礼 、 出 産 、 冬 の ア ザ ラ シ猟 や 葬

式 との 関 係 を 研 究 し、 出 産 と 狩 猟 との 間 に は 循 環 的 な 連 続 性 が あ る こ と を 指 摘 し て い

る 。

　 以 上 、 こ こ で は 現 在 、 活 躍 中 の 北 米 の 極 北 人 類 学 者 を 中 心 に 取 り上 げ 、 そ の 研 究 を

概 略 して き た 。 そ の 中 で 、 筆 者 が 、 現 在 の 極 北 人 類 学 の 中 心 課 題 で あ る と 考 え て い る

社 会 変 動 と 生 業 の 問 題 を 特 別 に 取 り上 げ て論 じて み た い 。

　 ・・
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4.社 会 変 動 研 究 と 生 業 研 究

　北米における極北研究は、これまで多様化が進むとともに、多 くの重要な研究がな

されてきたが、筆者 は、この10年 の歴史の中で重要であ りかつ大きく展開した問題と

して社会変動研究と生業研究を ここではとりあげたい。

　　 1.社 会 変動研究

　 1980年 代 に入る以前に出版 された研究は、イヌイ ットやユ ッピックの文化や社会の

崩壊的変化や機能の不全化を強調するものが多か った(Fienup-Riordan　 1983:354)。 とこ

ろが1970年 代 か ら1980年 代 にかけてフィール ド調査をおこなった人類学者のなかに、

社会や文化の変化よりも連続性に注目する研究者が出てきた(Fienup-Riordan　 l983;Wenze1

1991;Nuttall　1992)。 一方では、急激な変化を強調する研究者 は、ゴミュニティー生活に

焦点をあわせる従来の視点とは異な り、イヌイ ットやユ ッピック社会の国家や世界経

済 システムといったより大きな システムへの吸収、統合にともな う、より大 きなシス

テムの部分 となることや従属化する傾向に着目する巨視的な視点に立つ研究がでは じ

めた(例 えば、Klausner　and　Foulks　1982;Chance　1990;Jorgensen　1990;Pretes　1988)(注6)。 こ

の社会変化に関する研究の2つ の流れをここでは、整理 し、検討 を加えてみたい。

　 アラスカの北西部の北側沿岸では、1970年 代 よ り油田開発が行なわれたために、この

開発によって もた らされた現金収入が、イヌピアー トの人 々を突然金持にして しまっ

た。例えば、1970年 代 初頭のイヌピアー トの一世帯あたりの平均年収は2000ド ル余りで

あ った ものが、1979年 に は75000ド ル にまで増大 した。この変化は、い くつかの変化を

ともな っていた。かつては単純な政治組織 しか持たなかった狩猟社会が、高度に技術

的で官僚制を持つ、政治経済的に階層化の進んだ社会へ と変化 して しまったのであっ

た(Klausner　and　Foulks　1982:2)。 この変化は、また村におけるアルコール消費量の増加を

結果 し、殺人、 自殺や酒に関係する死亡者の数が増加 したために、多 くの人々の社会

生活に、もろ もろの影響を及ぼすこととなった。

　 このような背景をもとに、クラウスナーとフォークス(Klausner　and　Foulks　l982)は 、ア

ラスカ北西部におけるアルコールの乱用がイヌ ピアー トの村に与えた影響に関する研

究 を行なった。 この研究の目的は、この地域でのアル コール消費が関与 している社会

問題が急増 した原因となる歴史的、社会文化的、経済的そ して政治的要因を査定 し、イ

ヌピアー トの政府 に対 し政策の提言をすることであった(Klausner　and　Foulks　1982:1-2)。

この研究の中で興味深い点は、イヌピアー ト社会の変化を米国社会の政治経済(political

economy)と の 関連で取 り扱っていることである。彼 らは、イヌピアー ト社会の変化は、

首長のいない親族集団から階級社会へ、分散 した遊動集団か ら商業や政治のエ リー ト

によって支配 される社会へ、孤立 した自立生業経済か らより大 きな階級社会の周縁部
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に位置する政府の補助金に依存する経済へ という方向への移行であると指摘 している。

　特に、 この研究では、イヌピアー ト社会がより大 きな国民社会や世界の政治経済シ

ステムへ取 り込まれてきたことが強調されている(Klausner　and　Foulks　1982:264-265)。 こ

の吸合過程で、イヌピアー トの村々において人々の間に教育、収入や住宅条件の点で

はっきりした差異がみられはじめ、階級構造が出現 していることが指摘されている(Klaus-

ner　and　Foukls　1982:266)。 この研究では、イヌピアー トの社会は変化の諸要素を統合する

ことができず、社会の統合が くずれつつあると記述 されている。 このアノミー的社会

状況の中で、人々はますます孤立化を深め、アルコールに深 く依存するようになる。 こ

れは更 に暴力やその他の社会問題を生み出す原因となっている。 この研究では、現在

のイヌピアー ト社会の社会的秩序や統合の崩壊など変化の側面が強調されている。

　同じイヌピアー ト社会を研究 しているN.チ ャ ンス(Chance　1990)も また、その社会の変

化を理解する上で クラウスナーらと同じく世界 システム理論や従属理論の視点が有効

であると主張 している。 しか し彼は、原初的な階級構造が出現 しているとともにそれ

を抑制 しようとする社会的な力が働いていることを指摘 している。まず、階級的階層

の出現については、アラスカ先住民諸権益請求措置法(Alaska　Native　Claims　Settlement　Act)

(注7)の 施行の結果、イヌピアー トの財政や自然資源は地域 ごとに設立 された会社の

管理のもとにおかれることとな ったが、非常に複雑である会社組織を運営 してい くた

めには、組織力や能力を必要とし、少数のイヌピアー トのエ リー トと非先住民のマネー

ジャーたちが リーダーシップをとる結果となったため、階層差が出現 したと考え られ

ている(Chance　l990:213-214)。 一方、その階層化を抑えようとす る作用 もある。イヌピ

アー トの政治 リーダーたちは、集合的な富と資源を共有的に分配することによって支

持者を得ようとした。すなわち彼らは、イヌピアー トの職業選択幅の拡大を図ったが、

これは階層化した関係が形成されることを抑制する効果を果 していた(Chance　1990:214)。

　 産業や利潤追求を代表する力と親族関係に基づき、協力的で、生業志向の生活様式

の力とが接合することによってイヌピアー トの間では、内的な葛藤が生み出されてい

た(Chance　1990:214)。 しか し、チャンスは、 クラウスナーらとは異な り、イヌピアー ト

の文化的な統合性やアイデ ンティテ ィは依然 として存続 していると主張する。これは、

この地域の捕鯨をめ ぐる諸活動(捕 鯨複合)が イヌピアー トの文化的生活様式の基盤

として機能 してお り、文化的な独自性を示すものとしての役割を果 しているからだと

主張す る(Chance　1990:215)。 さらに、イヌピアー トの人 々の間では、富や権力において

明確な差異が出現 しつつある一方で、彼 らはイヌピアー トの文化的統合性やアイデ ン

テ ィティを強化するいろいろな活動に参加 してお り、このことが、階層化 した新たな

関係によって生み出される緊張関係を緩和 しているのだとチャンスは指摘 している(Chance

　 .:
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1990:216)。 チ ャンスは、イヌピアー ト社会がよ り大きな国民社会や世界経済システムへ

と吸合 されつつあ り、社会階層 も出現 しつつある一方で、イヌピアー トは歴史への受

動的な参加者ではなく能動的な参加者であると主張 している(Chance　1990:216)。

　 ジョルジャンセン(Jorgensen　1990)は 、 アラスカのウエインライ ト(Wainwright)、 ガ ン

ベル(Gambell)お よびウナラクリー ト(Unalakleet)と い う3つ の村落で調査を行ない、油

田開発 と1971年 の アラスカ先住民諸権益請求措置法がアラスカ先住民の社会や経済に

及 した影響を記録に残 し分析 した。彼は、調査の結果、アラスカのこれらの村 々では、

現金収入が減少 しかつ社会福祉金への依存度が増大 しており、経済的に低迷 している

と報告 している。また、彼は生業(subsistence)の 生 活様式が今で も村々には生 きついて

いると報告 している。これらの村の経済状態は、次のように要約することができる。第

1に 、アラスカ先住民の村では、利潤を追求するための会社をつ くることに失敗 してい

るうえに、油田開発に係わる仕事 にもお印以上には村人が就 くことができない状態で

いる。第2に 、石油生産は、長期的な利潤を地域にもたらすこともな く、むしろ各地の

生業基盤を脅か しつつある。そ して住民は、ます ます米国連邦政府やアラスカ州政府

に金銭 や各種サービスや仕事の関係で依存度を高めつつある。第3に 、しか しながら先

住民は、政府への経済依存と生業の生活様式を巧 く統合 しなが ら生活を営んでいると

も言え る。

　この研究で最 も興味深い点は、 ジョル ジャンセンが、アラスカの先住民社会は、近

代経済学の観点か らみると成功 しているとはいえないけれども、先住民の社会関係や

生業経済は現在の生業=貨 幣混交経済下においてもその活力を失っていないことを報

告 していることである。すなわち、彼の研究は、彼の意図には反 して、現在のアラス

カではよ り大規模な社会変化が起 こりつつあるものの、いまだに親族関係によ って組

織されている先住民の生業経済が、現代の新技術 と現金収入とを統合することによっ

て、維持されていることを示 しているのである(Jorgensen　l990:lll-ll2)。 分 配の実践が

生業経済の中心を現在でもなしているという彼の報告(ibid.123)や 先住民がそれぞれの

村でコミュニテ ィー意識を保持 し続けているという報告(ibid,311)か ら このような解釈

が可能 となる。 さらに、彼の研究は、資本主義経済や国家がアラスカの先住民社会に

浸透 し、貫徹 しつつあることを例証 している一方で、 これらの社会の外的要因が先住

民の文化や社会のあり方を一方的に規定 しているのではないことを示 している。 ジョ

ル ジャンセ ンは、次のように述べている。

　　　　　　　　『諸制度は先住民の生活様式の保持を目的として、

　　　　　　　　 文化的にはっき りとエスキモー流のや り方で変形 され

　　　　　　　　 利用されている。一方、あらゆる技術は彼 らの生活
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　　　　　　　　 をより快適で予測可能になるように利用 されている。』

　　　　　　　　 (Jorgensen　1990:312)

この研究は、アラスカ先住民社会が大きな変化を遂 げつつある一方で、いまだに 「伝

統的な」生業や社会関係が活力を失 っていないことを示 している。筆者はジョルジャ

ンセンのように現況を近代経済学的な意味で失敗の方向に変化 していると一方的に解

釈するのは間違いではないかと思 う。

　プ レテス(Pretes　1988)は、 経済的に発展 した国の中での地域的な発展不全(underde-

velopment)を 説明するフランクの従属理論が、カナダ ・イヌイッ ト社会の社会変動を説

明するためには有効であると主張している。まず、プレテスは、カナダ ・イヌイット

が地域の諸資源か らの収益をコン トロールできない上にカナダ国内で政治的意志決定

に対 して極めて限 られた影響力 しか有 していないと言 う点で、イヌイッ ト社会は発展

不全の状態にあると主張 している。そ してこの状態は、資本主義のこの地域への流入、

特に、度重なる資本の流入 と投資の失敗の繰 り返 しによってつ くりだされたのだと主

張する(注8)。 そ してカナダの極北地域は、南カナダの衛星(asatellite)であ り、多 くの

食料 と生活必需品が他の地域か ら輸入 されなければな らない一方で、資源か らの収入

は南に流出していると指摘 している。プレテスの研究 は、巨視的視点を取っており、一

見、論理整合的であるが、カナダ極北社会における資本主義の展開だけに焦点を合せ

てお り、イヌイ ットの側の反応や実践が無視されているという問題 点を孕んでいると

思 う。

　 これ らの研究 は、ユ ッピックやイヌイ ット社会における変化を強調 している研究で

ある。これ らの研究 に共通 している点は、従来のように個々の村を研究単位にするの

ではな く、より広い地域を国家社会や世界経済 システムとの関係から巨視的な視点で、

極北社会の変化を取 り扱 っていることである。 そしてその理論的な枠組みとして、世

界 システム理論や従属理論が採用 されているのである。

　 1980年 代 に入ってか らの変動研究の一つの傾 向として、長期のフィール ドワークに

基づ く文化人類学的研究のなかに、表面的な変化を認めつつも社会や文化の連続性を

強調する研究が現れたことがあげられる。 その代表は、フィエナ ップ=リ オーダンの

アラスカのネルソン島での研究(Fienup=Riordan　1983)で あ り、ウエ ンゼル(Wenzel　1991)

の カナダのクライ ドリバーでの研究であり、ナタル(Nuttall　1992)の グ リーンランド北西

部での研究である。

　フィエナップ=リ オーダン(Fienup-Rirodan　 1983)の 著書 『ネルソン島エスキモー』は、

アラスカ南西部のネル ソン島に住むユ ッピックについての民族誌である。彼女は、そ

の中で、生業活動や生業のイデオロギーは、現在のユ ッピック社会で もいまだにその
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活力を失っていないことを強調 している。彼女は、象徴的なサイクリングや交換のイ

デオロギーが生業活動、親族関係、婚姻、狩猟における獲る側 と獲 られる側 との関係、

いくつかの儀礼、アザラシ肉の分配、男女間の分業などのユッピックの日常生活のあ

らゆる領域の文化的な基盤 となっていることを報告 している。

　 この研究の中で、非常に印象的な点は、社会文化変化の取 り扱い方である。 フィエ

ナップ=リ オーダンは、ユ ッピックの間で経験的な レベルで、自家生産か ら店舗で売

られている商品への依存の進行、政治的自立か ら外的な官僚組織への依存化の進行、小

規模な社会 システムか ら国家や国際的な ことへの係わ り合いの増大な どの変化が見ら

れることを認めている。にもかかわ らず、彼女は、ユ ッピック社会を急激に変化 して

いる社会とは描き出さずに、いまだに文化的な次元では統合 された ままの変化のない

社会 として描き出しているのである。彼女は、ユ ッピックの人々の間で起 こっている

変化は、「伝統的な」文化的価値観の統合の崩壊ではな く、文化の外見上の転化(cultural

transformation)ない し構造化 された過程であると主張 しているのである(Fienup-Riordan

1983:354,356)0

　 彼 女は、現在のユ ッピック社会を次のように記述 している。ネルソン島の沿岸部 に

ある村々の家族は、相互に依存 しあってお り、狩猟 によって得た食物は家族間で、特

別の儀礼的な贈 り物や日常の食物分配を通 して、分配された り再配分 された りしてい

る。人々は、 この分配を 「伝統的な」狩猟や漁撈 に従事 し食物を得ることによっての

み行ない続けることがで きる。そ してこの食物の獲得活動 と分配を通 してのみ、家族

間の社会関係を再生産す ることができるのである(Fienup-Riordan　 1983:357)。 ユ ッピッ

クの人々は、生業のイデオロギーを彼らの文化的な価値 システムとして保持 しており、

生業活動を生活様式 として維持 したいと望んでいる。彼女によると、生業のイデオ ロ

ギーは、「吸収 し変化 させ る無尽蔵の能力によって特徴づけられる明 らかに時間のない

システムである」(Fienup-Riordan　 1983:353)と い う。 そして経済、政治や社会活動の領

域における人々の個人的な選択 も、いまで もこのシステムに適合するようになされて

いるという(ibid.:353)。従 って、 この社会の社会文化変化を、 これまで文化変容研究が

主張 してきたような社会や文化の崩壊ではな く、維持ないし連続的変化であると彼女

は主張 しているのである。 この研究は、クラウスナー ら(1981)や プ レテス(1988)の 対 極

をなす研究であると言えよう。

　 ウエ ンゼルは、『動物の権利、人間の権利』(1991)の なかで、カナダのパ フィン島の

クライ ドリバーでの現地調査およびカナダや米国の社会運動の活動家 とのインタビュー

によって収集 したデータを利用 して、グリー ンピースによるようなアザラシ保護/動

物愛護運動がどのようにイヌイッ トの生活に悪い影響を及 しているかを研究 している。
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彼 は、1980年 代 に至るまでは、ワモンアザラシ猟がイヌイ ット社会の社会および経済的

な基盤をな してきたことを、イヌイ ットの狩猟漁撈 活動、分配活動 と社会関係 との間

にある密接な関係を生態適応の視点か ら注意深 く分析することによって、例証 してい

る(注9)。1960年 代 に始まる村落定住時代でも、生業経済は、現金の使用 と必ず しも矛

盾することはなかったのである。む しろ現金は、狩猟や漁撈 活動を円滑に行な うため

に使用されたのであ った。すなわちイヌイ ットは、狩猟活動 によって獲得 したアザラ

シの毛皮を売ることによって現金を獲得 し、その現金を利用 して狩猟や漁撈 に必要な

ガソ リン、ライフルの弾薬やその他の必需品を購入 していた。 この狩猟や漁撈 は、従

前通 り親族関係によって組織されてお り、狩猟や漁撈 によって獲得 された肉や魚 は拡

大家族内やそれ らの間で交換された。このプロセスを通 して 「伝統的な」社会関係は

再生産されてきたのであった。 ところが1980年 代 にはいり、イヌイッ トの世界とは別

の欧米社会において盛んにな ってきたアザラシ保護/動 物愛護運動の影響 によりヨー

ロッパ共同体(EC)な どでアザラシなどの毛皮類の輸入が禁止にな り、イヌイッ トは突

然現金収入の道を断たれたのであった。現金なくしては、ガソリンやライフルの弾薬

など狩猟漁撈 活動に必要な物資を購入することはできず、十分に狩猟や漁撈 に従事す

ることができな くなって しまった。 このためにイヌイ ットは、十分な食物を村 に持っ

て帰ることができな くなったうえに、以前のように食物を分配す ることができなくな

ってきた。これは社会関係の再生産を阻害することを意味す る。 ウエンゼルは、 この

ような変化はイヌイ ットの経済基盤を危うくするのみな らず、社会的基盤を も危 うく

すると主張する。この研究は、2つ の意味で重要であった。一つは、従来の社会変動に

関する考えとは異な り、毛皮交易 による現金経済の浸透は社会基盤の崩壊を もたらし

たのではなか ったことを示 している。 もう一つは、カナダの都市部とは非常に距離が

離れている現代のイヌイッ ト社会が世界経済システムの動 向に左右されていることを

示している。

　 M.ナ タル(Nuttall　1992)は 、フィエナップ=リ オーダンとは異なるアプローチを採用 し

ているものの、その内容や主張は、フィエナ ップニリオーダンのグリー ンラン ド版で

あると言えよう。ナタルは、 グリーンランド北西部のウパーナ ビック地 区のカ ンガス

ァチァック(Kangersuatsiaq)と い う村で、親族、名前、命名、狩猟漁撈 活動、食物の分配

活動やコミュニテ ィー発展についての調査を実施 した。彼の研究の一番の特徴 は、他

の極北人類学者 とは異なり、 コミュニテ ィーを社会構造ではな く文化的構築物 とみな

す視点を採用 したことである。彼は、コーエ ン(Cohen　l　985)の 概 念に触発されて、コミ

ュニティーとは、親族、名前、社交性 と連続性、景観認知な どからなる諸関係の視点

から表現される象徴的ない し文化的な構築物であると主張す る。そ してグ リー ンラン
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ドのイヌイッ トのコ ミュニテ ィーは、狩猟漁撈 、食物分配や命名を通 して継続的に再

生産 されてきたと主張 している(Nuttall　1992:168-169)。 す なわち彼が調査 した村落はま

すます複雑にな りつつあるグリー ンラン ド社会の一部であるが、そのコミ斗ニテ ィー

意識(community　 identity)は、適応過程や新 しい事物の変質的受容によって維持されてき

たのである。ナタルは、フィエナ ップ=リ オーダン(1983)同 様、現在、進行中の変化に

よっても生業のイデオ ロギーは商品経済 に取 って代 られることはな く、む しろその変

化が既存の文化的な枠組の中へと吸収されていると主張する(Nuttall　1992:178)。 また、ウ

エンゼル(1991)と 同様に、生業としての狩猟の存続は、親族を基盤 としたネットワーク、

分配制度やコミュニテ ィーの存続のための基盤を提供 していると指摘 している(Nuttall

l992:180)。 さ らに彼は生業活動 とコミュニティーの経済発展は矛盾す るものではないと

主張 している。

　 この3人 の研究者は、イヌイッ トやユッピック社会の変化 しつつある側面よりも持続

の側面を強調 している。彼らは、現在の極北社会において狩猟漁撈 活動と分配活動を

通 して彼 らの社会関係やイデオロギーを再生産し続けてきたことを報告 している。ま

た、彼らはこれ らの社会が市場経済の社会 システムと連結 してきたことは、彼 ら自身

のやり方で社会を再生産することを阻害するものではなか った と主張 してきた。 しか

し、 ウエ ンゼルは、カナダや米国や ヨー ロッパでのアザラシ/動 物愛護運動がこのま

ま続き、アザラシの毛皮の不買が続 くならば、イヌイ ットは現金収入の道を断たれ、生

業活動を従前 どお りに維持できな くな り、イヌイッ ト社会の経済および社会的基盤を

崩壊させる可能性があることを指摘 している。これ らの研究は、長期のフィール ドワー

クに基づ く成果であり、その実証的価値を高 く評価するものの、社会や文化の連続性

をイデオロギーや システムのレベルで取 り扱 ってお り、その成員の個人差や世代間の

違いには十分な注意が払われていないとい う問題が残 っている(注10)。

　 ここでは、2つ の極端に異なるタイプに分けて社会変動研究を紹介 してきた。一方の

極は、極端に社会の変化の側面を強調するクラウスナーら(1982)や プ レテス(1988)の 研

究である。もう一方の極は、フィエナ ップ=リ オーダン(1983)と ナタル(1992)の 極端に

社会の連続性を強調する研究であった。その間に、ウエ ンゼル(1991)、 ジ ョル ジャンセ

ン(1990)や チ ャンス(1990)の 研究 は位置する。ウエ ンゼルらの研究は、イヌイットやユ

ッピック社会が、 より大きな政治経済 システムに吸合されてきたことを認識 している

が、従前の社会関係や生業活動 は、貨幣=生 業混交経済 システム下でさえ活力を失 っ

ていないことを示 している。そ して次に紹介す る現在の生業活動の研究は、極北先住

民社会の変化 と持続を理解するために非常 に重要な領域であると思 う。
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　 　 2.生 業 研 究

　 最 近 の 研 究 の 動 向 の 一 つ と して 、 混 交 経 済 下 に お け る 生 業 に 注 目 す る 研 究 が 多 数 行

な わ れ て い る 。 こ れ らの 研 究 は 州 政 府 や 連 邦 政 府 の 先 住 民 に 対 す る 社 会 経 済 政 策 に か

か わ る 問 題 と し て 重 要 に な って き て い る。 こ こ で は 、 生 業 と は 何 か 、 生 業 と貨 幣 経 済

と の 関 係 、 生 業 と 文 化 価 値 との 関 係 や 食 物 分 配 につ い て の 最 近 の 研 究 に つ い て 整 理 し

て み た い。

　 　 　 ① 生 業 と は 何 か 。

　 極 北 人 類 学 に お い て 、 生 業 と は 単 な る経 済 の 一 タ イ プ で は な い 。 イ ヌ イ ッ トや ユ ッ

ピ ッ クの 生 業 と は 、 主 に 親 族 関 係 に よ っ て 組 織 され る 、 狩 猟漁撈 活 動 と 分 配 活 動 か ら

な る 社 会 シ ス テ ム で あ る と 認 識 さ れ て き た(e.g.　Henrich　1963:68;Fienup-Riordan　 1983:347;

Wenzel　 1991;Ellanna　 and　Sherrod　1984;Usher　 and　Wenzel　 1988:5-6)。 エ ラ ン ナ と シ ェ ロ ッ ド

(Ellanna　and　Sherrod　l984:ll8-119)は 、 親 族 関 係 が 生 業 活 動 を 組 織 し、 村 の 社 会 組 織 は 生

業 活 動 の シ ス テ ム に よ って 形 づ く られ 、 イ ヌ イ ッ トや ユ ッ ピ ッ ク が 生 業 活 動 に 参 加 す

る こ と は 先 住 民 の 社 会 関 係 の 維 持 に 貢 献 して い る こ と を 示 す こ と に よ り 、 生 業 活 動 と

社 会 関 係 が 相 互 依 存 の 関 係 に あ る こ と を 指 摘 して い る 。

　 同 様 に 、 ア ッ シ ャー と ウエ ンゼ ル は 、 カ ナ ダ の 北 西 準 州 の イ ヌ イ ッ トや デ ネ/メ ー

テ ィ ス の 生 業 は 社 会 経 済 で あ る と述 べ(Usher　 and　Wenze11988:5)、3つ の 特 徴 を 指 摘 して

い る 。 第1に 、 生 業 生 産 は 、親 族 制 度 の 一 関 数 で あ り、 社 会 の 他 の 諸 側 面 と 同 じよ う に

親 族 関 係 に 基 づ く き ま りに よ って 規 定 さ れ て い る 。 通 常 、 生 業 の 組 織 は 、 広 義 の 親 族

集 団 と世 帯 の 二 つ の レベ ル で 組 織 され て い る(Usher　 and　Wenzel　 l988:4)。 第2に 、 拡 大 家

族(ilagiit)は 狩 猟漁撈 と 加 工 の た め の 労 働 力 と 資 源 を プ ー ル す る 社 会 単 位 で あ る(Usher

and　Wenzel　 l　988:6)。 第3に 、 獲 得 し た 資 源 の 配 分 や 再 分 配 は 拡 大 家 族 の 組 織 に よ っ て 規

定 され て い る(Usher　 and　Wenzel　 1988:7)。

　 生 業 の 社 会 経 済 的 側 面 を 強 調 す る一 連 の 研 究 に 対 し、t一 デ ンホ ー ン(Bodenhom　 1990)

の よ う に 、 そ の 象 徴 的 側 面 を 強 調 し、 生 業 を 技 術 と象 徴 か ら な る 活 動 で あ る と 見 る 立

場 もあ る 。 こ の 視 点 は 、 フ ィエ ナ ップ 調 リオ ー ダ ン(Fienup=Riordan　 1983)の 生 業 に 対 す

る 考 え に 近 い も の で あ る と言 え よ う 。

　 　 ② 生 業 活 動 と貨 幣 経 済

　 ウ イ ル モ ッ ト(Wilmott　 1961:25)は 、1960年 頃 に カ ナ ダ の イ ヌ ク ジ ュ ア ッ クで は 、 生 業

と貨 幣 の2つ の 経 済 領 域 が 共 存 して い た こ と を 指 摘 して い る 。 サ ル イ トの イ ヌ イ ッ トを

研 究 した グ レ イ バ ー ン(Graburn　 1969;1971)は 、貨 幣 経 済 の 浸 透 は 必 然 的 に 先 住 民 の 分 配

シ ス テ ム の 消 滅 や 激 的 な 変 化 を 結 果 す る と考 え て い た 。 ま た 、 ペ リ ー ベ イ や ボ ブ ン グ

ニ ツ ク で フ ィー ル ドワ ー ク を 行 な っ た バ リ ク シ(Balikci　l964;1960)は 、 ラ イ フ ル の よ う
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な 近 代 的 な 技 術 を イ ヌ イ ッ トが取 り入 れ た こ と が 、 経 済 領 域 に お け る 個 人 化 を 促 進 す

る 原 因 と な り、 核 家 族 や 個 人 が 基 礎 的 な 社 会 経 済 的 な 単 位 とな る だ ろ う と 考 え た 。 ま

た 、 プ ロデ ィ(Brody　 1975)、 ア ッ シ ュ(Asch　 l　977)や バ ー ジ ャー(Berger　 1977)は 、北 米 の 先

住 民 が 賃 金 労 働 へ 参 加 す る こ と は 、 彼 らの 生 業 活 動 に 悪 影 響 や 害 悪 を 及 ぼ す と 考 え て

い た 。 要 約 す れ ば 、1960年 代 や1970年 代 は じめ に 調 査 を 行 な った 研 究 者 の大 半 は 、貨 幣

経 済 と か か わ る い くつ か の 要 因 に よ っ て 先 住 民 の 生 業 活 動 は 維 持 で き な くな り、 社 会

生 活 も大 き く変 化 す る だ ろ う と 予 想 して い た 。

　 と こ ろ が 、1970年 代 後 半 か ら1980年 代 に か け て 実 施 さ れ た イ ヌイ ッ トや ユ ッ ピ ック の

生 業 に 関 す る多 くの 研 究 に よ っ て 、 グ レイ バ ー ン(Grabum　 1969,1971)や バ リ ク シ(Balikci

1960,1964)ら の 予 想 とは 異 な り、現 在 の イ ヌ イ ッ トや ユ ッ ピ ッ クの 問 で は 貨 幣 経 済 は 生

業 経 済 と共 存 して お り、 生 業 経 済 は そ の 活 力 を 決 して 失 っ て い な い こ とが わ か て き た

(e.g.　Lonner　 1980;Smith　 1991;Smith　 and　Wright　 1989;Usher　 1976;Kleinfeld,　 Kruse　and　Travis

1983;Wolfe　 and　Walker　 1989;Wenzel　 1991;Nuttall　 1992;Fienup-Riordan　 1983;Ellanna　 and

Sherrod　1984)。 こ れ ら の 研 究 は 、 イ ヌ イ ッ トや ユ ッ ピ ッ ク が 入 手 した 現 金 で 食 料 や そ の

他 の 生 活 必 需 品 だ け を 購 入 して 生 活 を して き た の で も な けれ ば 、 生 業 活 動 を 放 棄 して

き た の で もな い こ と を 示 して い る の み な ら ず 、 そ の 現 金 収 入 を 利 用 して 狩 猟 道 具 、 ガ

ソ リ ン、 弾 薬 な ど を 購 入 す る こ と に よ っ て 生 業 活 動 を 維 持 して き た こ と を 例 証 し て い

る(e.g.　Smith,　E　l991:358-359;Smith　 and　Wright　1989:96-97;Reeves　 l993:88;Fienup-Riordan

l983:353;Wolfe　 and　Walker　 1987:68;Nuttall　 1992:29;Wenzel　 1991:ll4;Langdon　 1991:288)。 さ

らに 、女性 の 収 入 も夫 や 親 戚 の 生業 活 動 た め に使 用 さ れ て い る と報 告 され て い る(Kleinfeld,

Kruse　and　Travis　1983:14)。 フ ィエ ナ ッ プ=リ オ ー ダ ン は 、 現 金 収 入 と生 業 活 動 の 関 係 に

関 し、 「伝 統 的」 生 業 を 続 け る こ と に よ っ て 文 化 的 遺 産 を 守 ろ う と して い る 男 女 は ま さ

に 村 の 中 に あ る 経 済 的 な 機 会 を で き る だ け 開 拓 す る こ と に熱 心 な 人 々 で あ る こ とが 多

か っ た と い う事 例 を 引 き 合 い に 出 し、 文 化 的 な 価 値 観 と 経 済 の 現 実 の 間 に は 、 基 本 的

な 矛 盾 は な い と 報 告 し、 む し ろ経 済 的 、 政 治 的 、 そ し て 社 会 的 活 動 領 域 に お け る 選 択

は 、共 通 の 文 化 的 価 値 シ ス テ ム に 沿 って な さ れ る こ と が指 摘 され て い る(Fienup-Riordan

1983:353)。

　 ラ ン グ ド ンは 、 ア ラ ス カ の トギ ア ク(Togiak)と ク イ ン ハ ガ ク(Quinhagak)と い う2つ の

ユ ッ ピ ッ クの 村 落 で 調 査 を 行 な い 、 現 金 の 出 所 と入 手 した 現 金 の 額 が 、 ど の よ う に 生

業 活 動 に影 響 を 及 して い る の か を 調 べ た(Langdon　 1991:272)。 現 代 の ユ ッ ピ ッ ク社 会 の現

金 の 出 所 は 、 商 業 漁業 、 毛 皮 の 販 売 、 手 工 芸 品 の 製 作 、 賃 金 労 働 や 州 政 府 や 国 家 か ら

の 補 助 金(福 祉 金 を 含 む)で あ った 。 ラ ン グ ド ン(Langdon　1991:288)に よ れ ば 、 こ れ ら

の 出 所 の 収 入 は 、 よ り大 き な 米 国 社 会 と 経 済 的 な 関 係 を 拡 大 しつ つ あ る ユ ッ ピ ッ ク社
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会においてユ ッピックの生業活動 に有害な影響を与えているわけではないと言 う。す

なわちラング ドンは、ユ ッピックの人々が生業活動を続けるという彼 らの文化的なゴー

ルに対する手段として現金を利用 していることを確認 したのであった(Langdon　1991:288)。

さ らに彼は、賃金労働に参加することは、生業への参加や生業を続けてい くことに大

きな影響を及 していないようだと報告 している(Langdon　1991:283)。

　 ウエンゼル(1991)は 、 アザラシの毛皮の交易は、1980年 代の半ばまでは生業活動や社

会関係の維持に正の貢献を してきたと主張 している。彼は、社会関係の再生産のメカ

ニズムを次の様に説明 している。親族関係を基 に組織された狩猟集団によって獲物が

捕獲 された後、 その肉は、い くつかの定まったやり方で、拡大家族間や内で分配され

た り、 くば られた りする。これ らの分配の実践を通 して、手元に無いが必要な物を獲

得でき、食物やサービスの互酬的な交換や循環を通 して社会関係が維持されるのであ

る。一方、狩猟活動を通 して獲得されたアザラシの毛皮はハ ドソン湾会社や生協など

の会社に売ることができる。 この交易によってイヌイッ トは現金を手にいれることが

でき、生業活動を続けるためのガソリン、弾薬 などを購入す るためにその現金を使用

することができるのである。現代の社会的脈絡における現金、生業活動と社会関係 と

の間にある相互依存関係は、イヌイ ットが彼 ら自身のやり方で社会を再生産させるこ

とを可能に してきたのである。

　　③文化的なゴールとしての生業活動

　なぜ現在のイヌイッ トやユッピックの中で多 くの者が生業活動を維持 しようと望ん

でいるのかという素朴な疑問が存在 している。 この問題 に対 して、文化人類学者の多

くは、文化的および社会的説明を行なっている。そ して多数の研究者は、生業活動が

イヌイットやユッピックの文化的価値観やイデオロギーに基づいた活動であるか ら、続

けているのだと考えている(E.G.　Fienup-Riordan　198:1;Nuttall　1992;Smith,　E.1991)。 生業 と

は、彼 らにとっては、単なる生き残るための技術で も、単なる生きるために必要な力

ロリーを獲得するための手段で もな く、それ 自体がゴールの一つ となる、文化および

社会的生産活動なのである(Fienup-Riordan　 1983:XiX-XX)。

　 第1に 、狩猟漁撈 活動によって獲得され、コ ミュニティーの中で分配される食物は、

イヌイットやユ ッピック社会において現金 に置き換えることができない文化的価値の

ある ものである(e.g.　Fienup-Riordan　 l983:xix-xx,349;Nuttall　 l992:170;Smith　and　Wright

l989:97;Kruse　1991:324)。 ア ッシャーは、漁撈 や狩猟によって入手 した食物は、他の物で

置き換えた り、現金のような市場の基準で計 ることのできない栄養価、社会および文

化的価値のあるものであると述べている(Usher　1976:117-118)。

　 第2に 、イヌイットやユッピックは、労働のコス トを代償する独特の報償を生業か ら
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獲 得 で き る(Smith,　E.1991:393)。 ク ル ー ズ(Kruse　 1991)は 、 ア ラ ス カ の イ ヌ ピ ア ー トの 生

業 や 賃 金 労 働 の パ タ ー ンを 研 究 し、 イ ヌ ピ ア ー トに と っ て は 、 賃 金 労 働 よ り も生 業 活

動 の 方 が は るか に 魅 力 的 で あ る と指 摘 して い る。 こ れ は 、 生 業 活 動 が 、 そ の 生 産 の 結

果 で て く る 利 益 以 上 に 、 社 会 的 相 互 作 用 、 挑 戦 、 達 成 感 、 村 の 生 活 か ら離 れ る こ と の

で き る 時 間 な ど 「プ ロセ ス か ら得 られ る恩 恵 」("process　benefits")を イ ヌ ピ ア ー トに与 え

る こ と が で き る か らだ と 主 張 して い る(Kruse　 1991:324-325)。

　 第3に 、 生 業 活 動 に 従 事 す る こ と に よ って 、 イ ヌ イ ッ トや ユ ッ ピ ッ クは 、 親 族 や 属 す

る コ ミュ ニ テ ィ ー に 対 して 義 務 を 果 す こ と が で き る(Fienup-Riordan　 1983:357;Langdon

1991:283;Wenzel　 l　991:99)。 フ ィ エ ナ ップ=リ オ ー ダ ンは 、 す べ て の 人 が 生 業 に よ っ て 得

た 産 物 の 分 配 で は も ら い 手 に な る こ とが あ る が 、 も っ と重 要 な こと は 、 ユ ッ ピ ッ ク の

人 が 物 を 他 者 に 与 え る こ と が で き る こ と で あ る と 指 摘 し 、 こ れ が ユ ッ ピ ッ クが 依 然 と

して 生 業 に 従 事 す る 最 も重 要 な 社 会 的 要 因 で あ る と 主 張 して い る(Fienup-Riordan

1983:357)。

　 　 ④ 分 　 配

　 獲 物(食 物)と サ ー ビ ス の 分 配 は 、 イ ヌ イ ッ トや ユ ッ ピ ッ ク社 会 の 生 業 活 動 の 重 要

な 一 側 面 で あ る 。 通 常 、 分 配 と は 、 「返 礼 を 計 算 す る こ と な しに 行 な わ れ る 経 済 的 な 財

や サ ー ビ ス の 配 分 」 を 意 味 す る(Price　1975)。 特 に、 これ らの 極 北 社 会 で は 、何 種 類 か の

分 配 シ ス テ ム が 発 達 し て き た こ と が 知 られ て い る 。 こ の 分 配 の 実 践 は 、 極 地 環 境 へ の

適 応 や 社 会 関 係 の 維 持 に 深 く係 わ って い る と 考 え られ て き た た め 、 多 くの 研 究 が な さ

れ て き た。 ま た 、進 化 論 的 視 点 か ら、 エ ル マ ン ・サ ー ビス(Service　 l966)は 、狩 猟 採 集 民

社 会 の 経 済 は 、 サ ー リ ン ズ(Sahlins　 l965)が 愛 他 的 互酬 性 で あ る と 定 義 した 一 般 化 さ れ た

互 酬 性(generalized　 receprocity)に よ っ て 特 徴 づ け られ る と主 張 した 。 ア ラ ス カ 北 西 部 の イ

ヌ ピア ー ト社 会 で 研 究 に 従 事 して き た バ ー チ(Burch　 1988b:108-109;1970:72-78)は 、窃 盗

や 等 価 の 財 や サ ー ビス の 交 換 、 交 渉 に よ る交 易 が 、 か つ て 地 縁 拡 大 家 族 間 や 他 の 社 会

の グ ル ー プ と行 な わ れ て お り、 こ れ ら は 一 般 化 さ れ た 互 酬 性 に 基 づ い て い な い こ と を

指 摘 し、 狩 猟 採 集 民 社 会 の 経 済 を 単 純 に そ の 概 念 で 特 徴 づ け る こ と は誤 りで あ る と 主

張 して い る(注11)。 しか し な が ら、 狩 猟 採 集 民 社 会 と そ の 他 の 社 会 と を 比 較 して み た

場 合 、 前 者 の 社 会 で は 一 般 化 さ れ た 互 酬 性 に 基 づ く分 配 が 経 済 活 動 の 顕 著 な 特 徴 の 一

つ で あ る こ と に は 間 違 い は な い(Wenze11994;Kishigami　 l994)。

　 大 多 数 の 人 類 学 者 は 、 狩 猟 採 集 民 社 会 の 分 配 の 制 度 や 実 践 を 不 確 定 な 資 源 ベ ー ス し

か もた な い 狩 猟 民 や 採 集 民 に と っ て は 、 生 き 残 る た め の 重 要 な テ クニ ッ クの ひ と つ で

あ った と 考 え て い る(例 え ばlngold　 1980:144;Langdon　 and　Worl　1981:35)。 最 近 で は 、 危 険

性 低 減 仮 説(arisk　 reduction　hypothesis)と 呼 ば れ る 食 物 分 配 に 関 す る 見 解 が 提 起 さ れ て い
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る。 ウイスナー(Wiessner　1982)や キ ャシュダン(Cashdan　1985)ら は、食物分配の制度は、

食料不足の際には一種の保険であり、家族や個人の レベルで食物供給の変差を少な く

させる手段 として機能 していると主張する。進化論的生態学の観点か らカナダ ・イヌ

イットの食物分配を研究 したス ミス(Smith　1980)も 、また、この仮説を支持 している。彼

は、イヌイッ トの間にみ られ る食物分配には、利用することのできる一人当たりの食

料のばらつきをな くさせるメカニズムがあると考えている(Smith　1980:365)。

　 これ らの仮説の根底 には、食物分配は所与の環境に適応する手段であるとす る生態

適応の視点が存在 している。 また、先住民の間での交換や分配はキャンプ集 団間の平

和な関係を創 り出したり、維持 したりする機能(Langdon　and　Worl　l　981:36)や 物 的な豊か

さの差異を減少させる、すなわち階層化を抑え る平準化機能(Langdon　and　Worl　1981:39;

Woodburn　 1980))が あ ると考え られている。

　食物分配に関 しては、ダマス(Damas　l972)に よるカナダ中央極北地域の コパー ・イヌ

イッ ト、ネツリック ・イヌイッ トおよびイグルー リク ・イヌイ ットについての体系的

な研究がある。彼は、これ らの3つ のグループには、(1)特 定 のパー トナー間での分配、

(2)自 発 的な食物分配、および(3)コ ミュニテ ィーやキ ャンプ全体での共食の3つ の食物

分配があったとしている。3つ のグループ間で食物分配の制度と実践を比較することに

より、ダマスはそれ らのグループ間にある程度の変差があること、食物分配は拡大家

族内で完結するもの もあれば、拡大家族間を横切る非親族間での分配 もあること、そ

して食物分配には、場所(locality)とい う要因が重要であることを指摘 している(Damas

1972:235)。 さらにダマスは、イヌイットの食物分配の機能として、最少限の食料 しかな

い時には生存を確実にする役 目を果 し、食料が豊富な時には食物の所有量を平準化す

る機能があることを指摘 している(Damas　l972:236)。

　 カナダのパフィン島のクライ ドリバーで調査を行な ってきたウエ ンゼルは、その村

には6つ のタイプの食物分配が存在することを指摘 している。その6つ の タイプとは、

(1)狩 猟漁撈 活動にいっしょに従事 した親族関係のないハンター間での分配、(2)ハ ンター

とそのハ ンターが属 している拡大家族の リーダーとの間での分配、(3)拡 大家族の リー

ダーと彼の下にいる親族の者との分配、(4)拡 大 家族の リーダーとコ ミュニティー全体

との間での分配、(5)ハ ンター とそのハンターの親戚でない狩猟集 団の リーダーとの間

での分配、そして(6)教 会 や生協のような中心的な制度体のリーダーとコミュニティー

全体 との間での分配である。ウエ ンゼルは、(2)、(3)、(4)と(5)の 分配のタイプは 「伝

統的な」ものであ り、(1)と(6)の タイプは、1950年 代以降に半ば強制的な移住や定住化

が実施 された後に出現 したものであると報告 している(Wenzel　1988)。 彼 は、また、ニ ン

ギフツック(ningigtuq)と呼ばれるかつては拡大家族の成員間で行なわれていた食物分配

一78一



北米におけるイヌイット及びユッピックに関する

　文化人類学的研究の最近の動向と現状について

システムは、クライ ドリバーに住む540名 の イヌイッ トに拡大適用 されるようになって

きたことを報告 している。ウエンゼル(Wenze11991:100)は 、食物分配の制度は、予測す

ることが難 しい狩猟と漁撈 を補償する社会保険のような役目を果すのでコミュニテ ィー

の福祉 に貢献するうえに、自活できない未亡人や身体障害者 に食物を確実に供給する

ことができるという機能を持っていると主張 している。

　また、 ウエ ンゼルは、食物分配 システムの持続と変化に関 しても、クライ ドリバー

のイヌイットの間では、イスマタック(lsumataq)と 呼 ばれる家族の長によって監督され

る拡大家族内での食物分配は現在でも実践 されているが、ニンギフツ ックという食物

分配 システムのい くつかの局面は崩壊 しつつあると指摘 している(Wenzel　l991:132)。 こ

の変化は、 ヨー ロッパ経済共同体が1982年 に商業のためのアザ ラシ皮の輸入を禁止 し

たことによる直接の影響による。すなわちイヌイッ トは、取 ったアザラシの毛皮を毛

皮交易会社に売 ることによって現金を獲得することができな くな り、ガソリンや弾薬

を十分に購入することができな くな って しまい、以前のように生業活動を行なうこと

ができな くなってきている。 この結果、ハンターは、他者 と分配するに十分なほどの

肉を村に持 ち帰 ることができなくな ってきているのである(Wenzel　l　991:132)。 す なわち

以前のような頻度と数量規模での食物分配ができな くな ってきているのである。 さら

に、教会が主催する村全体の共食、 クリスマスや誕生 日のプ レゼ ン ト交換など新たな

分配 システムが出現 していることを彼は指摘 している(Wenzel　l　991:132)。

　 ホルマ ンの コパー ・イヌイッ トを調査 しているコン ドンは、先住民の協力や分配パ

ター ンの変化について、経済的な安定性が増 したために賃金労働や生業活動の個人化

が進み、世帯間の協同や分配の量が減少 していると指摘 している(Condon　l　991:273)。 一

方、アラスカのネルソン島のユ ッピックの社会生活を研究 したフィエナ ップ=リ オー

ダン(1983)は 、現在行なわれているアザラシパーテ ィーの際のプレゼン トの交換などは、

生 と死、獲 る側 と獲 られる側とのサイクリングや交換というイデオロギーを反映 して

おり、食料の分配や交換については根本的な変化 はみ られないとの見解を披歴 してい

る。

　以上、イヌイッ トやユ ッピックをめ ぐる生業研究の動向と成果をまとめてみた。特

に生業の研究は、極北民族の社会や文化の持続 と変化を考える上で重要である。これ

ら社会の経済発展に関する政策を策定する時には、人類学的研究の成果が大いに役立

っとい う意味で もこれ らの研究 は重要である。
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5.検 　 討

　本論文では、過去10年 の うちに北米で行なわれたイヌイ ットやユ ッピックに関する

文化人類学的な研究の動向と現状を見てきた。研究課題については、1977年 までの研究

に比べ、課題 に多様性がさらに見られるようになるとともに、親族研究など伝統的な

社会人類学的研究が下火になり、土地権をはじめとする先住民の諸権利の問題、生業

を中心とする経済発展の問題、社会変動、教育、社会問題の解決など応用人類学的研

究の数が増加 してきたといえる。 また、研究単位 もこれまでの村落やネツ リック ・イ

ヌイッ トやコパー ・イヌイットのような地域社会集団ではな く、北西準州、 ヌナ ビッ

クやカナダ極北地域などよ り広い地域や行政単位が研究の単位 となってきつつある。

　 また、研究課題 としては、社会変動 と生業の研究が中心的争点となってきていると

思う。

　古典的民族誌研究 は、西欧社会 と接触する以前のイヌイッ トやユ ッピックのいわゆ

る 「伝統的な」社会関係 と生業活動の再構成を目的 としていた。そ して調査の基本的

な視点は、過酷な極北の 自然環境の中で生き残るために独自の技術、社会組織やイデ

オロギーを開発 し、使用 してきた人々の生態的適応を強調す るものであった。この視

点は、現在にいたるまで、生業活動に関心のある極北人類学者の間では中心的なもの

であり続 けてきた(Boas　l888;Mauss　1906;Spencer　l959;Heinrich　l963;Balikci　l964;Damas

1969;Laughlin　1968,1980;Freeman　 1974;Burch　1975;Kemp　 1971;Wenzel　 1981;Condon　 1983;

Smith　1991)。 一般的に言って、イヌイットやユッピックの社会関係や生業活動は、極北

の環境に適応す るためにこれ らの人々が創 り出 し、工夫を加えてきたと仮定されてい

る。 しか しながら、1950年 代以降の社会変動研究は、生態学的要因よりも政治的要因や

経済的要因が強調されは じめた。 この背景には、現代のイヌイ ットやユッピックの社

会変動は、生態的な要因ではなく政治経済的な要因によって引き起こされているとい

う認識が人類学者の間で高まったことにあると言える。

　 1920年 代 末までに、北米大陸の極北地域に居住するイヌイッ トやユ ッピックは、経

済的な観点か らすれば毛皮交易にかなり依存をするようにな って しまった。第二次世

界大戦後 には、カナダや米国の政府が行政や経済発展の理由で極北先住民社会に積極

的に介入 した。1960年 代 の終わ りまでには、ほとんどすべてのイヌイットやユ ッピック

は村落で定住生活を開始 したのであった。多数の人類学研究が、1950年 代 から1960年 代

にかけて多数の極北地域の村落で行なわれたが、これ らの研究の中心的課題は、伝統

社会の再構成、社会文化変動や文化変容の問題であった。ところが、1980年 頃 を境に し

て、その前後では社会文化変動研究にはっきりした違いがあることが分る。1980年 頃以

前に出版 された社会文化変動研究は、先住民の社会や文化の変化 している諸側面を強
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調する傾向が明確に見られる。一方、1980年 頃以降に出版された研究では、変化を強調

する研究 も存在するものの、社会や文化の持続に焦点を合わせた り、強調するものが

出てきた。

　1980年 以降の出版物に限定すれば、クラウスナーとフォークス(Klausner　and　Foulks　1982)

や プ レテス(Pretes　1988)は 、社会や文化の変化の側面を強調 しており、分析の枠組み と

して従属理論や世界 システム理論を援用 している。フィエナップ=リ オーダン(Fienup

-Riordan　1983)や ナ タル(Nuttall　1992)ら は、社会や文化の持続や連続性の側面を強調 して

いるが、生業活動やそのイデオロギーに関心をよせていた。 クラウスナーらは、アラ

スカのイヌピアー ト社会やカナダのイヌイッ ト社会の統合性が崩れたり、よ り大きな

政治経済システムに取 り込 まれることにより崩壊 しつつあることを指摘 しているのに

対 し、フ ィエナ ップ=リ オーダンらは、アラスカのユ ッピックやグリーンアラン ドの

カラリットの文化的連続性を強調している。 これ ら2つ のタイプの社会文化研究は読者

に対 し現在の極北社会の変化と現状について2つ の全 く異なるイメージを与えていると

いえよう。

　 クラスナーら(1982)が 指 摘 しているように、極北の諸社会がよ り大きな世界経済 シス

テムや国家 システムに飲み込 まれ ることによって変化を被 っていることは事実であろ

う。 しか し、国家や世界経済 システムへの極北民の政治経済的な依存化の増大が、彼

らの生活様式を一方的に規定 した り、方向づけていると結論を くだすことはできない。

また、フィエナップ=リ オーダン(1983)が 主 張 しているように、ユッピックの間では、

生業のイデオロギーが維持され、生業活動 自体 も社会経済的な観点からすればその活

力を依然として保 ち続 けていることも事実であろう。 しかし、 この人々の社会が、外

的な政治的要因や経済的要因に関係 して も深刻な変化を被ることが全 くなか ったとは

言えない。

　バ リクシ(Balikci　1986:127)は 、 この2つ の研究についての書評の中で、これらの2つ

の異なる結論は、極北社会における2つ の異なる現実に由来するのではな く、むしろ研

究者が援用 している異なる理論的志向ない しアプローチの違いを反映 していると適 切

に指摘 している。極北社会の現在進行中の社会文化変動をより現実に即 して記述 し、よ

りよく理解するためには、研究対象の村落社会を取 り巻 く外部社会 との政治経済関係

に特に注意を払いつつ、社会経済的プラクティに焦点をあて、先住民のコミュニティー

の社会と文化を研究する必要があると筆者は主張 したい。

　 アラスカの先住民社 会について なされた一連の研究(e.g.　Ellanna　and　Sherrod　l984;

Langdon　1991)、 カナダ極北地域のウエンゼルの研究(Wenzel　 l　991)や グ リーンラン ドでの

ナタル(Nuttall　1992)の 研究が示しているように、イヌイ ットやユ ッピックは、貨幣＝生
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業混交経済下において も生業活動を続け、 この活動を通 して社会関係を維持 し、再生

産 しているのである。我 々が、現在の極北先住民社会の現状と社会変動を理解するた

めには、所与の村落における生業活動とそれに深 く係わる社会関係 に注目する必要が

あると思う。

　現在、極北人類学では研究課題が専門化 し特殊化する傾向が顕著である。これは研

究の発展 していることを示 しているが、単なる専門化や特殊化の進展は研究対象の社

会や文化の全体性の把握の欠如を招来 し、「木を見て森を見ず」ということに陥 りかね

ない。文化人類学の最大の長所は、 フィール ドワークに基づき対象社会の生活をでき

るだけ全体として理解 しようとすることであると思 う。現在の極北人類学に欠けてい

ることは、極北社会を取 り込みつつあるよ り大きな政治経済 システムとの関係や影響

に十分な注意を払いなが らフィール ドワー クに基づいて極北民の社会生活全体に関す

る現代民族誌を作成することであると主張 したい。また、極北地域 における社会変動

や持続の特質や地域的多様性と類似性を把握するためには、社会文化変化のプロセス

や現状に関 して汎極北的な比較研究を行な うことが必要であると思 う。
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(注1)イ ヌ イ ッ トや ユ ッ ピ ッ ク は、 こ れ ま で エ ス キ モ ー と い う総 称 で 一 括 さ れ て 取 り扱

わ れ て き た 。 ま た 筆 者 は 、 これ ま で ユ イ ッ ト(Yuit)と 言 う名 称 を 用 い て き た が 、 北 米 で

の 人 類 学 者 の 用 法 に従 い 、 ユ ッ ピ ッ ク(Yup'ik)い う民 族 名 称 を 用 い る こ と を お 断 り して

お き た い 。 ユ ッ ピ ッ ク と い う 日本 語 表 記 に つ い て は 、 宮 岡(1987)に 従 っ た 。

(注2)1983年 ま で に 出 版 され た 主 要 著 作 に つ い て の 文 献 目 録 に つ い て は 、Arctic　Institute

of　North　America(1953-1971)、 　Murdock　 and　O'Leary(1975)、 　Burch(1977,1979)、 岸 上(1984)

やDamas,　 ed(1984)が あ る。 ま た 、 研 究 や 理 論 の 動 向 に 関 す る 論 考 に は 、　Damas(1975)、

Wenzel(1984)、 　Balikci(1989)、 　Riches(1990)、 岸 上(1990)な どが あ る。

(注3)最 適 採 資 源 理 論(optimal　 foraging　theory)の 概 要 と 問 題 点 に つ い て は、　Foley(1985)や

Durham(1981)を 参 照 さ れ た い 。

(注4)世 界 の 極 北 関 係 の 研 究 所 や 学 会 に 関 す る情 報 は 、Burch(1993)を 参 照 さ れ た い 。

(注5)G.テ イ ラ ー か ら直 接 聞 い た 話 しに よ る と、 ホ ー ク ス は ラ ブ ラ ドー ル で 実 質 的 な フ

ィ ー ル ドワ ー ク を して お らず 、 彼 の ア ラ ス カ で の 体 験 と知 識 を ラ ブ ラ ドー ル の イ ヌ イ

ッ トに 投 影 す る こ と に よ っ て 、 民 族 誌 を 書 き 上 げ た ら し い と言 う。

(注6)こ の 巨 視 的 な 視 点 は 、 す で に1970年 代 にBrody(1975:31-32)に よ って 採 用 さ れ て

い る 。

(注7)ア ラ ス カ 先 住 民 諸 権 益 請 求 措 置 法 の 解 説 お よ び 抄 訳 に つ い て は 、 小 谷(1990:199

-234)を 参 照 さ れ た い
。

(注8)こ の 見 解 は 、 す で に ダ ッ ク ス(Dacks　 l981)に よ っ て 採 用 さ れ て い る 。

(注9)コ パ ー ・イ ヌ イ ッ トの 土 地 利 用 パ タ ンの 歴 史 的 変 化 を 研 究 した コ リニ ョオ ン(Collig-

non　1993)は 、1970年 代 後 半 ま で 、 大 き な 変 化 は な か った こ と を 指 摘 して い る 。

(注10)青 年 層 の イ ヌ イ ッ トの行 動 に関 す る 研 究 は増 加 しつ つ あ る(例 え ばCondon　 l　987)。

マ ッギ ル 大 学 の 大 学 院 生 のE.ロ ー リ ング(Loring)はG.ウ エ ンゼ ル(Wenze1)博 士 の 指 導 の

も と カ ナ ダ の パ フ ィ ン 島 の ク ラ イ ドリバ ー の 若 者 の ハ ン タ ー の 生 業 活 動 を 現 在 調 査 中

で あ る。

(注11)カ ナ ダ の 中央 極 北 イ ヌ イ ッ トの 食 物 分 配 を 研 究 した ダ マ ス(Damas　 l972:237)も 同

様 な 事 例 を 指 摘 し て い る 。
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